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平成25年度上半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、
市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを年2回に分けて公表しています。
　今回は、平成25年度上半期（4月1日から9月30日まで）の財政状況についてお知らせします。

【歳　入】　予算総額246億2,647万円　収入済額116億1,986万円（収入率47.2%）

【歳　出】　予算総額246億2,647万円　支出済額96億5,932万円（執行率39.2%）

●一般会計予算執行状況●

市 税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。 (64.5％)

88億1,049万円
56億8,445万円

譲与税・
交 付 金

地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。 (47.6％)

9億6,632万円
4億5,956万円

地方交付税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。 (68.8％)

33億3,801万円
22億9,746万円

国庫支出金 国からの負担金や補助金などです。 (29.5％)
30億6,413万円
9億0530万円

県支出金 県からの負担金や補助金などです。 (17.0％)
15億0483万円
2億5,585万円

繰 入 金 基金の取り崩しなどです。 (70.8％)
5億8,943万円
4億1,743万円

繰 越 金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。 (100.0％)

13億0,297万円
13億0,297万円

市 債 政府・金融機構・銀行などから調
達する長期的な借入金です。 (0.0％)

39億2,410万円
0円

そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。 (26.4％)

11億2,619万円
2億9,684万円

議 会 費 議員報酬や市議会運営のための経
費です。 (49.5％)

2億3,911万円
1億1,846万円

総 務 費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収などの経費です。 (36.4％)

34億7,919万円
12億6,713万円

民 生 費 障がいのある方や高齢者の方に対する福祉
の充実、子育て支援などの経費です。 (40.2％)

65億1.986万円
26億1,894万円

衛 生 費 感染症予防、健康増進、環境保全、
清掃費などの経費です。 (47.1％)

18億4,010万円
8億6,627万円

農 林 水
産 業 費

農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。 (35.0％)

13億5,201万円
4億7,349万円

商 工 費 商工業や観光の振興などの経費で
す。 (81.6％)

6億7,588万円
5億5,165万円

土 木 費 道路、河川、公園などの整備や維
持管理のための経費です。 (31.0％)

31億7,021万円
9億8,125万円

消 防 費 消防や火災予防などの災害対策の
ための経費です。 (44.9％)

10億1,249万円
4億5,426万円

教 育 費 学校教育・生涯学習の充実、文
化・スポーツ振興などの経費です。 (33.0％)

33億5,682万円
11億0,621万円

公 債 費 市債の元金・利子を支払うための
経費です。 (41.4％)

29億5,010万円
12億2,139万円

そ の 他 労働費、予備費などです。 (0.9％)
3,070万円
27万円

予算現額
支出済額

※（　）内は執行率

予算現額
収入済額

※（　）内は収入率
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問い合わせ先

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 ６０，２５２人　世帯数 ２２，２９３世帯　　（H25.9.30現在）

●地方債の残高●　（H24年度末） ●市有財産の現在高●　（H24年度末）

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

下 古 山 土 地
区 画 整 理 事 業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
（収　益）

水 道 事 業
（資　本）

(39.9％)

(42.8％)

(39.9％)

52.8％)

(29.0％)

(40.2％)

(62.9％)

(10.9％)

(28.8％)

(23.4％)

(9.6％)

(49.5％)

(48.0％)

(48.3％)

(55.2％)

(37.5％)

(56.2％)

(66.8％)

(37.5％)

(38.9％)

(50.3％)

(0.0％)

56億8,848万円
22億6,926万円

4億6,201万円
1億9,766万円

32億1,991万円
12億8,376万円

523万円
276万円

18億9,697万円
5億5,012万円

4億3,158万円
1億7,369万円

2,355万円
1,482万円

5,749万円
627万円

7億6,183万円
2億1,944万円

6億6,261万円
1億5,530万円

8億6,459万円
8,328万円

56億8,848万円
28億1,678万円

4億6,201万円
2億2,179万円

32億1,991万円
15億5,566万円

523万円
289万円

18億9,697万円
7億1,216万円

4億3,158万円
2億4,265万円

2,355万円
1,572万円

5,749万円
2,157万円

7億6,183万円
2億9,662万円

8億3,905万円
4億2,200万円

3億2,950万円
0円

科 目 収 入 状 況
市 民 の 負 担 状 況
1人あたり 1世帯あたり

市 民 税 21億3,297万円 3万5,401円 9万5,679円
固 定 資 産 税 28億7,756万円 4万7,759円 12万9,079円
軽 自 動 車 税 8,672万円 1,439円 3,890円
市 た ば こ 税 2億3,047万円 3,825円 1万0,338円
都 市 計 画 税 3億5,673万円 5,921円 1万6,002円
合 計 56億8,445万円 9万4,345円 25万4,988円

区　　分 内　　訳

土 地
行 政 財 産 164万0,787㎡
普 通 財 産 19万4,021㎡

計 183万4,808㎡
建 物 行 政 財 産 18万0,295㎡

借入金
323億3,999万円

借入金
323億3,999万円 一般会計

192億1,575万円
一般会計

192億1,575万円

公共下水道事業
74億8,096万円
公共下水道事業
74億8,096万円

農業集落排水事業
30億2,688万円
農業集落排水事業
30億2,688万円

下古山
土地区画整理事業
5,998万円

下古山
土地区画整理事業
5,998万円

石橋駅周辺
土地区画整理事業

1,161万円

石橋駅周辺
土地区画整理事業

1,161万円

仁良川地区
土地区画整理事業
1,279万円

仁良川地区
土地区画整理事業
1,279万円

水道事業
25億3,202万円　
水道事業
25億3,202万円　

財政調整基金
23億2,589万円
財政調整基金
23億2,589万円

一般旅券印紙等
購買基金
300万円

一般旅券印紙等
購買基金
300万円

減債基金
29億  814万円
減債基金

29億  814万円

庁舎等整備基金
15億4,364万円
庁舎等整備基金
15億4,364万円

地域福祉基金
4億3,610万円
地域福祉基金
4億3,610万円

保健福祉施設整備基金
4億4,760万円

保健福祉施設整備基金
4億4,760万円

地域振興基金
15億7,743万円
地域振興基金
15億7,743万円

グリーン保存育成基金
558万円

グリーン保存育成基金
558万円

道の駅しもつけ基金
1,586万円

道の駅しもつけ基金
1,586万円

東日本大震災復興基金
3,317万円

東日本大震災復興基金
3,317万円

土地開発基金
6億7,828万円
土地開発基金
6億7,828万円

国民健康保険財政調整基金
8億2,606万円

国民健康保険財政調整基金
8億2,606万円

介護給付費準備基金
2億6,499万円

介護給付費準備基金
2億6,499万円高額療養費資金貸付基金

1,000万円
高額療養費資金貸付基金

1,000万円

地域づくり事業推進基金
4億4,064万円
地域づくり事業推進基金
4億4,064万円

公共施設整備基金
5億4,658万円
公共施設整備基金
5億4,658万円

基　金
120億6,296万円

基　金
120億6,296万円

予算現額
支出済額

※（　）内は執行率※（　）内は収入率

財政課　☎（40）5552

平成25年度上半期の財政状況
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収入済額
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人事行政の運営等の状況

1 職員の任免及び職員数に関すること
（1）職員採用試験実施状況 （平成24年度実績）

試験区分 応募者 受験者 1次
合格者

2次
合格者 最終倍率

一般事務職 110名 92名 27名 9名 10.2
一般事務職

（身体障がい者
対象）

0名 0名 0名 0名 －

保健師 9名 7名 5名 2名 3.5
※最終倍率は、受験者数を２次合格者で除したものです。

2 職員の給与に関すること
（1）職員の初任給の状況 （平成25年4月1日現在）

区　分 月　額

一般行政職
大学卒 172,200円
短大卒 155,700円
高校卒 144,500円

技能労務職 高校卒 137,200円

3 職員の勤務時間その他の勤務条件
（1）年次有給休暇の取得状況 （平成24年度実績）
平均付与日数 平均取得日数 消化率
38.9日 11.6日 29.8％

（2）育児休業の取得状況 （平成24年度実績）
区　分 育児休業対象者数 育児休業取得者数
男　性 3名 0名
女　性 8名 8名
合　計 11名 8名

※ 育児休業は、子が3歳に達する日まで取得可能です。ただし、
給与は無給となります。

（4）期末手当・勤勉手当 （平成24年度実績）
期末手当 勤勉手当

6月 1.225月 0.675月
12月 1.375月 0.675月
合　計 2.60月 1.35月

※職務の級等を考慮した加算措置があります。

（5）級別・職名別職員数（一般行政職）
 （平成25年4月1日現在）
級別 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
職名 主事 主事 主査 副主幹 主幹 副参事 参事
人数 27名 13名 39名 62名 78名 19名 18名

（2）採用者数 （平成25年度採用者）

試　験
一般事務職 9名
保健師 1名

選　考
派　遣 1名
再任用 10名

合　　計 21名
※新規採用のみ計上しています。

（3）退職者数 （平成24年度退職者）
定　　年 17名

勧奨（早期退職） 3名
自己都合 3名
派　　遣 1名
合　　計 24名

※ 上記の他、再任用任期満了3名

（4）職員数の増減状況 （平成25年4月1日現在）
平成23年度 平成24年度 平成25年度

実績職員数 424名 416名 399名
前年差 △4名 △8名 △7名

※ 最小限の資源で最大限の効果が得られるような効率的行政運
営を推進するため定員適正化計画を策定しています。平成25
年度の目標数は411名ですので、12名少なくなっています。

（3）職員の平均給料月額、平均年齢の状況
 （平成25年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
340,400円 43歳9月 283,100円 53歳3月

※ 一般行政職とは、行政事務に携わる職種です。技能労務職
とは、自動車運転手、公仕、調理員などの職種です。

（2）特別職の報酬等の状況 （平成25年7月1日現在）

区　分 給与・
報酬月額

期末・勤勉手当
退職手当

6月 12月 合計

市　長 752,000円
（940,000円）1.40月 1.55月 2.95月

給料月額×
在職月数×
0.42

副市長 629,000円
（740,000円）1.40月 1.55月 2.95月

給料月額×
在職月数×
0.25

教育長 561,000円
（660,000円）1.90月 2.05月 3.95月

給料月額×
在職月数×
0.21

議　長 470,000円
1.40月 1.55月 2.95月副議長 380,000円

議　員 350,000円
※ 市長、副市長、教育長は、平成25年7月より平成26年3月
まで報酬の減額措置を実施しており、（　）が本来の額となっ
ています。

人事行政の運営等の状況
　人事行政運営における公正性、透明性を高めるため、「下野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員
の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件等人事行政運営等の状況について概要をお知らせします。

詳細については、市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp/
■問い合わせ先　総務課　☎（40）5551
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し
た
。
そ
の
後
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
子
育

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
と
は
？

◆
計
画
期
間

　

平
成
27
年
度
〜
31
年
度

◆
計
画
の
主
な
内
容

① 

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保

育
・
地
域
子
育
て
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
算
出
さ
れ

た
見
込
み
量
を
提
供
す
る

た
め
の
体
制
確
保

② 

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保

育
の
一
体
的
提
供
と
そ
の

推
進
に
関
す
る
体
制
確
保

市子ども・子育て支援事業計画

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
ス
タ
ー
ト
！

会議の様子

市子ども・子育て支援事業計画策定までのスケジュール

子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査

Ｈ25
11月

子
育
て
支
援
事
業
の

見
込
み
量
算
出

Ｈ26
2月頃

子
育
て
支
援
事
業
の

確
保
策
の
検
討

事
業
計
画
案
の
検
討

Ｈ26
5月頃

Ｈ26
10月頃まで

事
業
計
画
案
に
つ
い
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
※

Ｈ26
11月頃

事
業
計
画
の
策
定

Ｈ27
2月頃

※ パブリックコメント：市が計画等を策定する段階で、事前にその計画等の素案の内容を公表し、広く
市民の皆様の意見を求め、提出された意見や提案を計画等の策定に反映させる手続をいいます。

市子ども・子育て会議を適宜開催
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平
成
25
年
秋
の
叙
勲
受
章
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
秋
の
叙
勲
で
、
本
市
か
ら
は
2
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
川
政
次
氏
が
栃
木
県

文
化
功
労
者
表
彰
を
受
章

　

11
月
７
日
、
栃
木
県
公
館

に
お
い
て
平
成
25
年
度
栃
木

県
文
化
功
労
者
の
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
市
で
は
、
小
川
政
次

氏（
花
の
木
）が
表
彰
を
受
け
、

市
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

小
川
氏
は
伝
統
工
芸
士
と

し
て
、
長
き
に
わ
た
り
江
戸

み
こ
し
造
り
や
宇
都
宮
二
荒

山
神
社
大
み
こ
し
の
修
理
な

ど
県
内
外
で
活
躍
。
そ
の
多

大
な
ご
尽
力
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
食
生
活
改
善
大
会
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

柴
の
平
出
文
子
氏
が
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
長

年
の
活
動
を
認
め
ら
れ
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
出
氏
は
、
下
野
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
と

し
て
会
を
ま
と
め
、
高
血
圧

対
策
と
し
て
「
ま
ず
１
ｇ
の

減
塩
活
動
」、
小
さ
い
頃
か

ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
と
し

て
子
ど
も
へ
の
食
育
、
独
居

老
人
招
待
事
業
「
出
あ
い
ふ

れ
あ
い
」
等
、
幅
広
い
世
代

へ
の
活
動
と
、
地
域
の
食
生

活
改
善
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
に

表
彰
状

　

10
月
23
日
、
宇
都
宮
市
文

化
会
館
で
開
か
れ
た
第
23
回

栃
木
県
民
生
委
員
児
童
委
員

大
会
に
お
い
て
、
下
野
市
の

７
名
の
民
生
委
員
児
童
委
員

が
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
福

祉
の
推
進
に
尽
力
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
栃
木
県
民
生
委
員

　

児
童
委
員　

会
長
表
彰

〈
石
橋
地
区
〉

　

吉
田　

良
介

　

黒
須　

智
子

　

小
林　

靖

〈
国
分
寺
地
区
〉

　

花
田　

美
枝

〈
南
河
内
地
区
〉

　

小
林　

た
い
子

　

長　
　

美
智
子

　

中
田　

敦
子

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

瑞
宝
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

谷
田
部　

正
雄　

氏
（
石
橋
）

　

元
石
橋
町
助
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

伊
澤　

義
久　

氏
（
下
坪
山
）

　

元
南
河
内
町
消
防
団
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
地
域
の
消
防
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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中
学
生
が
栃
木
県
産
の

木
で
ベ
ン
チ
制
作
を

行
い
ま
し
た

　

木
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
と
ち
ぎ
の
元
気
な

森
づ
く
り
県
民
税
事
業
に
よ

る
、
県
産
材
を
使
っ
た
ベ
ン

チ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
は
、

南
河
内
中
学
校
で
行
わ
れ
、

43
人
の
中
学
生
の
生
徒
さ
ん

が
協
力
し
て
11
基
の
ベ
ン
チ

を
制
作
し
ま
し
た
。

細
谷
小
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

栃
木
県
警
表
彰

　

10
月
15
日
、
宇
都
宮
市
文

化
会
館
で
行
わ
れ
た
第
38
回

地
域
安
全
県
民
の
つ
ど
い
で
、

細
谷
小
学
校
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
長
年
の
活
動

功
績
が
認
め
ら
れ
、
功
労
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
児

童
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し

て
地
域
の
方
々
や
保
護
者
か

ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、

活
動
10
年
目
を
迎
え
た
現
在

も
業
間
の
時
間
を
利
用
し
て
、

学
年
ご
と
に
読
み
聞
か
せ
を

実
施
し
、
児
童
の
健
全
な
育

成
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

下
野
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

「
か
ん
ぴ
ょ
う
入

五
色
餃
子
」
を
Ｐ
Ｒ

　

10
月
19
日
〜
20
日
の
２
日

間
、「
と
ち
ぎ
食
と
農　

ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」

が
県
庁
前
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

下
野
市
は
生
産
日
本
一
で

あ
る
特
産
品「
か
ん
ぴ
ょ
う
」

を
使
っ
た
下
野
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
「
か
ん
ぴ
ょ
う
入
五
色

餃
子
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
県
内
各

地
か
ら
来
た
多
く
の
来
場
者

に
市
内
の
観
光
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
で

中
学
生
が
地
域
貢
献
！

益
金
を
震
災
被
災
地
へ
寄
付

　

今
年
７
月
20
日
に
行
わ
れ

た
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
に
お
い

て
、中
学
生
が
発
案
し
た
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
の
焼
き
マ

シ
ュ
マ
ロ
の
販
売
を
行
い
、
そ

の
益
金
を
南
相
馬
市
の
東
日
本

震
災
遺
児
進
学
就
労
支
援
金
に

寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
学
生
は
ア
ル

ミ
の
空
き
缶
で
ち
ょ
う
ち
ん
を

製
作
し
ま
し
た
。
中
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
を
灯
し
、
震
災
の
犠
牲

に
な
っ
た
方
々
へ
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
中
学
生
の
感
想
文

で
は
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
が
ず
っ
と

続
い
て
欲
し
い
。」
と
良
い
思

い
出
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

空
手
道
大
会
で
大
活
躍

　

10
月
20
日
、
茨
城
県
武
道
館
で

秋
季
茨
城
県
空
手
道
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
、
市
内
の
拳
士
が
見
事

な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○ 

小
学
５
・
６
年
生
型
の
部
優
勝

○ 

小
学
６
年
生
の
部
個
人
第
３
位

　

中
嶋　

竜
悠
（
祇
小
６
）

○
小
学
３
年
生
の
部
個
人

　

優
勝　

飯
野　

幸
太
（
国
小
３
）

○ 

小
学
男
子
低
学
年
の
部
団
体
戦

　

第
３
位　

塩
田　

和
（
祇
小
２
）

○ 

小
学
男
子
中
学
年
の
部
団
体
戦

　

準
優
勝

　

中
嶋　

竜
二
朗
（
祇
小
３
）

　

飯
野　

幸
太
（
国
小
３
）

　

高
澤　

智
哉
（
緑
小
４
）

　

江
戸　

哲
心
（
薬
小
４
）

○ 

小
学
男
子
高
学
年
の
部
団
体
戦

　

第
３
位

　

大
関　

潤

　
（
祇
小
６
）

　

中
嶋　

竜
悠

　
（
祇
小
６
）

　

塩
田　

勝

　
（
祇
小
６
）

　

飯
野　

雄
雅

　
（
国
小
６
）
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下
野
市
亘
理
町
応
援
団
が
10

月
27
日
、
宮
城
県
亘
理
町
仮
設

住
宅
地
内
の
仮
設
テ
ン
ト
に
お

い
て
「
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大

会
」
を
大
変
好
評
だ
っ
た
昨
年

に
引
き
続
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
仮
設
住
宅
に
住
む
方

や
亘
理
町
民
よ
り
募
っ
た
29
名

の
出
場
者
が
ご
自
慢
の
歌
声
を

ご
披
露
し
ま
し
た
。
大
会
が
始

ま
る
と
歌
声
や
メ
ロ
デ
ィ
と
歓

声
が
仮
設
住
宅
地
内
に
響
き
、

会
場
は
２
０
０
名
を
超
え
る
来

場
者
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も

ゲ
ス
ト
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
杉
山
忠
氏

（
柴
在
住
）
や
天
平
の
花
ま
つ
り

等
の
司
会
で
お
馴
染
み
の
橋
本

久
夫
氏
、
出
口
忠
氏
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
賞
品
と
し
て
、

市
の
農
業
委
員
・
農
業
士
・
認

定
農
業
者
の
皆
様
か
ら
寄
付
い

た
だ
い
た
新
米
を
用
意
し
、
来

場
者
に
は
１
㎏
、
出
場
者
に
は

10
㎏
、
合
格
者
に
は
30
㎏
、
優

勝
者
・
準
優
勝
者
・
３
位
の
方
々

に
は
１
俵
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
演
前
に
は
金
兵
衛

寿
司
（
下
野
市
駅
東
）
か
ら
お

寿
司
や
か
ん
ぴ
ょ
う
汁
が
提
供

さ
れ
、
皆
さ
ん
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　
「
し
も
つ
け
の
文
化
を
発
信
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
芸
術

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
分
寺
公
民
館
で
の
開
会
式

を
皮
切
り
に
、
今
年
も
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

10
月
19
日
を
皮
切
り
に
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

写
真
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
。
詩
吟
や
合
唱
、
ダ

ン
ス
で
会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

○
展
示
部
門

　

書
道
、
華
道
な
ど
多
く
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

○
舞
台
部
門

　

歌
謡
、
詩
吟
は
も
ち
ろ
ん
、
合

唱
や
大
正
琴
、
ロ
ッ
ク
な
ど
幅

広
い
音
楽
が
世
代
を
超
え
て
奏

で
ら
れ
ま
し
た
。

○
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

例
年
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
囲

碁
・
将
棋
大
会
。
参
加
者
の
年

齢
や
経
験
年
数
も
幅
広
く
人
気

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

囲
碁
大
会
は
下
野
市
に
お
い

て
来
年
の
10
月
に
開
催
さ
れ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
会
場
と

な
っ
て
お
り
、
例
年
以
上
に
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
の

結
果
は
33
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

○
今
年
の
文
化
祭
は
台
風
27
号
、

28
号
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
の
作

品
展
及
び
舞
台
部
門
「
芸
能
の
祭

典
Ⅱ
」
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

「
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
」
で
亘
理
町
を
元
気
に
！

し
も
つ
け
に
文
化
の
華
が
開
き
ま
し
た

　

応
援
団
事
業
は
、
ご
賛
同
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
ご
寄
付
に
よ
り
な
り

た
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

下
野
市
亘
理
町
応
援
団

　

事
務
局　

社
会
福
祉
協
議
会
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県
内
消
防
職
員
意
見
発
表
で

石
橋
消
防
組
合
か
ら
最
優
秀

　

11
月
13
日
、
宇
都
宮
市
の

パ
ル
テ
ィ
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
で
、
県
消
防
職
員
意

見
発
表
会
が
開
か
れ
、
石
橋

消
防
組
合
の
篠
原
悠
太
さ
ん

が
県
最
優
秀
者
と
な
り
、
市

長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
発
表
会
で
は
消

防
に
関
す
る
業
務
の
課
題
や

取
り
組
み
な
ど
を
発
表
し
、

日
頃
の
職
務
に
活
か
そ
う
と

隔
年
開
催
さ
れ
、
今
回
で
20

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

篠
原
さ
ん
は
大
学
時
代
を

岩
手
県
で
過
ご
し
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害

を
題
材
に
発
表
し
、
対
策
の

徹
底
を
訴
え
ま
し
た
。

南
河
内
地
区
土
地
改
良
区

合
併
予
備
契
約
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

10
月
21
日
㈪
午
前
10
時
よ

り
、
南
河
内
公
民
館
大
ホ
ー

ル
に
て
南
河
内
地
区
土
地
改

良
区
合
併
予
備
契
約
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
南
河
内
土

地
改
良
区
と
南
河
内
町
東
南

部
土
地
改
良
区
が
合
併
し
、

平
成
26
年
３
月
よ
り
南
河
内

土
地
改
良
区
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
広
瀬
市
長
、

穐
野
和
人
栃
木
県
下
都
賀
農

業
振
興
事
務
所
長
立
会
い
の

も
と
、
黒
川
英
代
南
河
内
土

地
改
良
区
理
事
長
、
秋
山
泰

重
南
河
内
町
東
南
部
土
地
改

良
区
理
事
長
に
よ
り
調
印
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
２
か
所
で

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た

　

10
月
19
日
に
石
橋
南
部
環

境
保
全
会
（
会
長
・
布
施
俊

男
氏
）
が
中
大
領
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
20
日
に
柴
地

区
環
境
保
全
会
（
会
長
・
早

瀬
智
之
氏
）
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
で
、

そ
れ
ぞ
れ
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
当
日
は
、

あ
ま
り
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
の
住

民
が
大
勢
集
ま
り
、
模
擬
店

や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま

し
た
。

用
水
に
生
息
す
る

生
き
物
を
調
査
し
ま
し
た

　

10
月
27
日
、
農
地
・
水
環

境
保
全
活
動
組
織
で
あ
る
ふ

る
里
し
ば
み
な
み
（
会
長
・

吉
田
武
雄
氏
）
の
主
催
に
よ

り
、
国
分
寺
柴
地
区
に
流
れ

る
用
水
に
生
息
す
る
魚
た
ち

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
然
に
親
し
む
会
及
び
地

元
の
子
供
た
ち
も
参
加
し
、

用
水
で
コ
イ
や
フ
ナ
、
オ
イ

カ
ワ
・
銀
ブ
ナ
・
ト
ウ
ヨ
シ

ノ
ボ
リ
な
ど
の
生
息
を
確
認

し
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
25
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会
を
国
分
寺

公
民
館
・
グ
リ
ム
の
館
・
南
河

内
公
民
館
の
３
か
所
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
市
内
小
中
学
校
か

ら
、
１
７
９
点
の
応
募
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

作
品
は
市
審
査
に
て
20
名
が

入
選
さ
れ
、
そ
の
後
の
県
審
査

に
お
い
て
、
県
佳
作
４
名
、
県

入
選
２
名
、
そ
し
て
県
優
秀
賞

を
田
口
綾
香
さ
ん
（
吉
田
東
小
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
展
は
、
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
に
応
募
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
政
治
や
選
挙
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
有
権
者
の
方
々
に
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
で
投
票
参
加
を

呼
び
か
け
、
明
る
く
正
し
い
選

挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

田口綾香さんの作品

Shimotsuke
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11
月
3
日
、
平
成
25
年
度
下
野
市
消
防

団
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
分
寺
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
た
通
常

点
検
で
は
、
大
塚　

洋
団
長
の
指
揮
に
よ

り
、
服
装
点
検
・
機
械
器
具
点
検
・
ポ
ン

プ
操
法
点
検
が
行
わ
れ
、
火
災
等
に
対
す

る
備
え
が
万
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

点
検
終
了
後
に
は
団
員
が
分
列
行
進
を

行
い
、
愛
泉
幼
稚
園
の
鼓
笛
隊
・
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
・
石
橋
消
防
署
車
両
も
参
加

し
、
ひ
と
き
わ
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

６
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す

下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

下野市消防団通常点検

■栃木県知事表彰
　◆模範消防団員 上野　賢治

■栃木県消防協会長表彰
　◆功績章 上野　　登 上野　賢治
　◆勤続章（35年） 保坂  和幸
　◆勤続章（20年） 牧野　和正 松本　　勝
 山田　政美
　◆勤続章（15年） 大阿久　享 高田　正人
 池田　正道 安達　祐介
　◆勤続章（10年） 竹内　健之 他18名
　◆親子消防団員 関口　利一 小谷野　雅智

■栃木県消防協会下都賀支部長表彰
　◆功績章（8年） 金子　智信 他16名
　◆勤続章（5年） 小松　信一 他34名

■石橋地区消防団連絡協議会長表彰
　◆優良部　第８分団第１部　第１分団第１部

■下野市長表彰
　◆退職団員表彰状
　　仁平　進二　　伊澤　勝美　　荒川　剛士
　　青柳　高弘　　大木　哲也　　青木　一成
　　野口　真弘　　牧野　忠司　　小池　　徹
　　小池　　孝　　伊沢　拓也　　伊澤　哲也
　　稲葉　潤一　　小林　武勇　　町田　哲也

■下野市消防団長表彰
　◆優良部　第８分団第１部　第５分団第３部

■栃木

◆優 ３部

　

10
月
20
日
、
下
野
市
消
防
団
の
第
8
回
消
防

操
法
競
技
会
が
国
分
寺
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、

第
８
分
団
第
１
部
が
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

競
技
会
に
は
市
内
８
分
団
か
ら
全
24
部
（
ポ

ン
プ
車
24
台
）
が
出
場
し
、
日
頃
か
ら
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
消
火
作
業
の
迅
速

正
確
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
優
勝 

 

第
８
分
団
第
１
部
（
川
北
・
川
南
・

鈴
苅
町
）

準
優
勝 

第
１
分
団
第
１
部

 
 （

下
原
・
西
区
・
一
丁
目
・
二
丁
目
・

三
丁
目
・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
地
区
）

第
３
位 

第
１
分
団
第
３
部

 
 （

成
田
・
町
田
上
・
町
田
下
・
下
文
挟
・

東
田
中
・
西
田
中
）

敢
闘
賞 

 

第
５
分
団
第
３
部
（
上
台
・
下
長
田
）

下
野
市
消
防
団

　

第
8
回
消
防
操
法
競
技
会

消防団員による分列行進

第８分団第１部の皆さん

競技会の様子

市長による服装点検

機械器具点検

Shimotsuke
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下野市消防団員募集

　

消
防
団
員
（
38
歳　

会
社
員
の
方
）
の
方
に

消
防
団
員
活
動
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

―
―
―
な
ぜ
、
消
防
団
員
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ

た
の
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
見

回
り
に
来
た
消
防
団
員
の
方
に
「
大
丈
夫
で
す

か
？
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
妻
と
子
ど
も
の
安
心
し
た
顔
を
み
て
、

自
分
も
微
力
な
が
ら
、
こ
の
ま
ち
の
人
を
守
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
時
に
、
消
防
団
員
に
な
ら

な
い
か
？
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
― 

消
防
団
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

お
祭
り
で
の
動
員
や
、
大
雨
で
の
警
戒
見
回

り
な
ど
で
「
お
疲
れ
様
、
が
ん
ば
っ
て
」
な
ど

の
声
は
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

普
段
の
仕
事
の
他
に
消
防
団
の
活
動
を
し
て

い
る
の
で
、
少
し
大
変
で
す
け
ど
。（
笑
）

　

そ
の
分
、
世
代
を
超
え
て
、
近
所
の
方
と
付

き
合
え
た
り
、
近
所
の
地
図
を
覚
え
ら
れ
た
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
、
な
か
な
か
で
き
な
い
経
験
を

し
て
い
ま
す
。

―
―
― 

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
を
守
る
活
動
、
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

は
い
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

入
団
し
て
よ
か
っ
た
！

　
　
　
　

下
野
市
消
防
団
員

集
募

団
員
募
集

下
野
市
消
防
団
員
募
集

下
野
市
消
防
団
員
募
集

か
？
か
？？

せ
ん
か
ん
せ
んん

ま
せ
ま
せ

み
ま
み
て
み
て
み
ててて
し
揮
し
揮
しし
揮
発
で
発
で
発
で
動
活
動
活

防
団

消
防

い
を
、
を
いい
を
いい
思思

い
う
い
う
い
う
思

と
い
う
思
う
思
う
い
う
いい
と
い
ととと

た
い
」」
い
」
いい

ち
を
守
り
た

を
守
り

を
ち
を

ま
ち
ま
ち
ま
ち

「
こ
の
ま

「
こ
の
ままま
ちちち
ををを
守守
り
たたた
いいいい
」」」」とととと
いいいいい
うう
思思
いい
を
、消
防
消
防
団
活
動
で
発発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
ん
か
？

「
こ
の
ま
ち
を
守
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
、消
防
団
活
動
で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
こ
の
ま
ち
を
守
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
、消
防
団
活
動
で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

下野市消防団では、
消防団員を募集しています。

　男女を問わず18歳以上の健康な方
でボランティア精神溢れる方、市内
に居住または勤務する方ならどなたで
も入団できます。

■応急手当の知識の習得と指導
■防災訓練・各種訓練式典への参加
■防火啓発活動
■防火防災に関する研修の受講
■警戒時における広報活動・後方支援
■火災現場での後方支援
■消防団のPR活動
■消火器や消火栓の取り扱い訓練の実施

　　など

■災害時における消火、救助活動
■警戒時における巡回活動
■消防団点検行事への参加
■防災訓練や各種訓練への参加
■ポンプ操法競技会への参加
■消防団研修への参加
■防火啓発活動　　など

　消防団に入団すると、特別職の地
方公務員となり、年額の報酬と火災
現場や各種訓練に出動した際の出動
手当が支給されます。
　また、活動中のケガなどに対する補
償もあり、安心して活動できます。

団員の
主な活動募　集

待遇は？
女性団員の
主な活動

■問い合わせ先
生活安全課
☎（40）5555

Shimotsuke
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国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

■「
平
成
26
年
分
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
に
つ
い
て

○
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
方

　

所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
方
は
、次
の

金
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方
で
、

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

1
．65
歳
未
満
の
方
は
1
0
8
万
円
以
上

2
．65
歳
以
上
の
方
は
1
5
8
万
円
以
上

　

老
齢
年
金（
※
）に
は
、所
得
税
法
に
よ

り
、「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、障
害
年
金
、遺
族
年
金
に
は
税
金

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

※
老
齢
年
金
と
は
、老
齢
ま
た
は
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
い
い
ま
す
。

○
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
…

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
だ

け
で
な
く
、源
泉
徴
収
税
率
も
異
な
り
ま

す
。

○
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
！

　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
さ
か
の
ぼ
っ
て

源
泉
徴
収
税
額
を
計
算
し
直
し
ま
す
が
、早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
を
紛
失
等
し
た
場
合
に

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
棄
損
ま
た
は

紛
失
さ
れ
た
方
は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る
事
が
で
き
ま
す

の
で
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、封
筒
に

入
れ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
は
お
預
か
り
等
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　

〒
1
6
8
―
8
5
0
5

　
　

東
京
都
杉
並
区

　
　
　
　
　

高
井
戸
西
3
丁
目
5
番
24
号

　
　

日
本
年
金
機
構　

宛

■
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
は
、毎
年
、所
得
税
の
課

税
対
象
と
な
る
方
に
、「
扶
養
親
族
等
申
告

書（
は
が
き
形
式
）」を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
分
は
、平
成
25
年
10
月
22
日
よ

り
順
次
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

■
平
成
25
年
10
月
分
か
ら
の
年
金
額
の
改

定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
9
月
分
ま
で
の
年
金
額
は
、平

成
12
年
度
か
ら
14
年
度
に
か
け
て
、物
価
が

下
落
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、年
金
額
を
据

え
置
い
た
こ
と
で
、本
来
の
水
準
よ
り
も

2
．5
％
高
い
水
準
（
特
例
水
準
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
法
律
改
正
で
、平
成
25
年
10

月
、平
成
26
年
4
月
お
よ
び
平
成
27
年
4
月

に
段
階
的
に
特
例
水
準
を
解
消
す
る
こ
と

に
よ
り
、年
金
財
政
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、将
来
の
受
給
者
と
な
る
若
い
世
代
に
も

考
慮
し
て
、世
代
間
の
公
平
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、平
成
25
年
10
月
分
以
降
と
し

て
お
支
払
す
る
年
金
額
は
、4
月
か
ら
9
月

ま
で
の
額
か
ら
、マ
イ
ナ
ス
1
．0
％
の
改

定
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
今
後
の
解
消
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

　

平
成
26
年
4
月
マ
イ
ナ
ス
1
．0
％

　

平
成
27
年
4
月
マ
イ
ナ
ス
0
．5
％

（
物
価
・
賃
金
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
、引

下
げ
幅
は
縮
小
し
ま
す
。）

○
受
給
額
の
変
更
例

　

国
民
年
金
を
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
全
額

納
付
し
、65
歳
か
ら
受
給
し
始
め
た
方
の
場

合
　

平
成
25
年
9
月
分
ま
で

　
　
（
年
額
）7
8
6
，5
0
0
円

　

平
成
25
年
10
月
分
か
ら

　
　
（
年
額
）7
7
8
，5
0
0
円

■
扶
養
親
族
等
申
告
書
及
び

　

年
金
の
受
給
額
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
先

･
栃
木
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　

0
2
8
2
―
2
2
―
4
1
3
4

･
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

0
5
7
0
―
0
5
―
1
1
6
5

　
（
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら
始
ま
る
電

　

話
か
ら
か
け
る
場
合
は
0
3
―
6
7
0
0

　

1
1
6
5
）

　

受
付
時
間

○
月
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
火
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

･
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、火
曜
日
に
午

　

後
7
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

･
祝
日
、12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
ご
利
用

　

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

国民年金だより

Shimotsuke
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11
月
〜
12
月
は

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
で
す

平成26 年度から個人市県民税の
　　　　均等割額が変更になります

◆
納
税
は
社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル
で
す

　

市
税
等
は
、納
税
者
の
皆
様
が
、決
め
ら

れ
た
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。多
く
の
方
に
は
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、残
念

な
が
ら
様
々
な
理
由
に
よ
り
滞
納
し
て
い

る
方
が
い
ま
す
。

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、11
月
〜
12
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化

月
間
２
０
１
３
冬
」と
し
て
、栃
木
県
と
の

協
働
に
よ
り
、県
内
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

滞
納
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、

積
極
的
に
給
与･

預
貯
金･

生
命
保
険･

不
動

産
等
の
差
押
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市税の納め忘れはありませんか？
◆れだになる

市税の納め忘れはありませんか？

税金は、支え合う社

会の実現に必要な

「社会の会費」です。

早めの納税をお願

いします。

納税のご相談は税

務課にお問い合わ

せください。

　東日本大震災からの復興を図ることを目的として平成26年度
から平成35年度までの10年間、個人市県民税の均等割額が、年額
1,000円（市民税500円、県民税500円）増額になります。

・市民税の均等割額
　　現行3,000円に500円加算
　　　　　　　　　→3,500円

・県民税の均等割額　　　　　　
　　現行1,700円※に500円加算
　　　　　　　　　→2,200円

　「通知を見落とした…」「納付書をしまい
忘れた…」等、つい、うっかりで納付を忘れ
てしまわないように、便利で確実な口座振
替をお勧めします。また「銀行や市役所が開
いている時間に納付に行けない…」等、忙し
い方は、コンビニエンスストアで納付でき
ます。（バーコード付き納付書による納付で
納期限内に限ります。）

　災害、盗難、事業の廃止、病気等、やむを得
ない事情により、一時的に納付が困難な場
合は相談してください。状況をお聞きした
うえで徴収の猶予ができる場合がありま
す。滞納になる前に税務課に納税相談をし
てください。

　この増額分は、法律に基づき、下野市・栃木県で行われる防災
事業に充てられます。
※県民税の均等割1,700円のうち700円は、栃木県で導入してい
る「栃木の元気な森づくり県民税」となります（平成29年度ま
で）。

「確定申告用の『障がい者控除対象者認定書』『おむつに係る費用の医療費控
除証明書』のお知らせ」の記事をP30に掲載しています。

◆納税は便利で確実な
　　　　　口座振替またはコンビニで

◆事情がある場合は相談を

■問い合わせ先　税務課☎（40）５５５４

均等割額合計

現行4,700円

5,700円

⇩

【詳細な内訳】

市町村税徴収強化月間

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

通
算
開
催
回
数
40
回
と
な
る
下
野
市
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
名
前
は
？

問
1

Shimotsuke
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平
成
25
年
度
下
野
市
ご
み
減
量
化

川
柳
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
が
決
定
！

　

ご
み
の
減
量
化
「
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
、

夏
休
み
の
市
内
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
と
、
一
般

か
ら
の
川
柳
を
募
集
し
、
多
く

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
会
の
結
果
、
次
の
作
品

が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

▼
最
優
秀
賞
１
点

　

増
田　

篤
（
緑
）

▼
優
秀
賞
２
点

　

髙
橋　

み
ち
い
（
小
金
井
）

　

平
澤　

幸
彦
（
祇
園
）

▼
佳
作
３
点

　

髙
山　

と
き
子
（
下
古
山
）

　

岡
田　

俊
哉
（
小
金
井
）

　

岡
田　

俊
祐
（
小
金
井
）

最
優
秀
賞

最優秀賞

小学校低学年の部

■ポスターコンテスト

小学校低学年の部

学年 学校名氏名

3 国分寺遠藤　真峰

3 石橋伊藤　拓真

2 吉田東海老原　耶々

2 国分寺倉井　麻華

3 石橋伊沢　和洋

3 国分寺中根　弘貴

3 古山長谷川　空

1

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作 古山長谷川　円

小学校高学年の部

学年 学校名氏名

4 国分寺神谷　春陽

5 祇園藤倉　真音

6 国分寺西松　美羽

6 国分寺神谷　未織

6 古山雫　蒼依

6 国分寺東山家　由愛

6 国分寺近藤　雅俊

6 緑松山　伊吹

中学校の部

学年 学校名氏名

3 南河内田村　優奈

2 南河内二山本　楓美乃

1 南河内二小泉　亜門

2 南河内吉沼　悠

1 石橋伊藤　穂香

2 南河内二原田　茉奈美

1 南河内二市川　楓花

3 国分寺綛山　詠理

小学校高学年の部 中学校の部

ひ
と
手
間
を

　

か
け
て
築
こ
う

　
　

エ
コ
社
会

※川柳コンテスト及びポスターコンテストの入賞作品は市ホームページでご覧いただけます

（
敬
称
略
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は「
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」】　 

１
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
平
坦
で
記
録
の
出
し
や
す
い
人
気
コ
ー
ス
で
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

Shimotsuke
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ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
！

僕
た
ち
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
ワ
ン
！

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は

出
せ
ま
せ
ん
！

ト
イ
レ
の
汲
み
取
り
・

浄
化
槽
の
清
掃
は

お
早
め
に（
年
末
年
始
）

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ

２
．５
）の
注
意
喚
起
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ

て
く
だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

･
パ
ン
ダ
ス
キ
ー（
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
製
ス
キ
ー
板
）･
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
･
リ
フ
レ
バ
ッ
グ
･
洗
濯

機 

N
W
―
D
8
F
X
･
ロ
デ
オ

ボ
ー
イ
･
ブ
リ
タ
ニ
カ
英
語
教

材
、
テ
ー
プ
と
本
･
水
槽
（
幅
90

長
さ
45
高
さ
45
㎝
、
ラ
イ
ト
、
ポ

ン
プ
付
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

･
第
二
愛
泉
幼
稚
園
制
服（
女
児
）

･
バ
イ
オ
リ
ン
･
南
河
内
第
二
中

学
校 

男
子
ブ
レ
ザ
ー
（
M
か
L
）

･
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド

3
0
㎝
、
男
女
用
）･
国
分
寺
東
小

学
校
体
操
着
、
水
着
一
式
（
男
女

用
、1
2
0
，1
3
0
㎝
）･
ベ
ビ
ー

服
（
男
･
80
㎝
･
夏
用
）･
ベ
ビ
ー

カ
ー
乳
児
用
･
猫
用
バ
ス
ケ
ッ
ト

･
猫
用
室
用
遊
具
･
猫
用
ト
イ
レ

･
猫
の
籠
･
キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
･

全
自
動
ベ
ッ
ド
･
愛
泉
系
幼
稚
園

園
服
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
1
0
0
〜

1
1
0
㎝
の
も
の
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ

ク
ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み（
一
般

廃
棄
物
）は
、事
業
者
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

事
業
者
の
皆
様
に
は
、次
の
い

ず
れ
か
に
よ
り
処
理
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処

理
の
し
か
た

・

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
収
集
運
搬
を
委
託
す
る
。

(

収
集
許
可
業
者
に
つ
き
ま
し
て

は
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い)

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
許
可

業
者
と
契
約
し
、排
出
す
る
方
法

で
す
。排
出
曜
日
、時
間
、排
出
場

所
、排
出
方
法
な
ど
は
、許
可
業

者
と
相
談
の
う
え
取
り
決
め
て

く
だ
さ
い
。

・

事
業
者
自
ら
市
の
処
理
施
設

等
に
運
ん
で
処
理
す
る
。こ
の
場

合
、分
別
の
う
え
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ

２
．
５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
値
が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

・

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・

外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
。

・

屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

・

な
お
、呼
吸
器
系
や
循
環
器
系

疾
患
の
あ
る
方
、子
供
、高
齢
の

方
な
ど
は
、体
調
に
応
じ
て
、よ

り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

・

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
と
ち

ぎ
の
青
空
」

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp

/d03/eco/kankyou/hozen/a
ozora.htm

l

（
パ
ソ
コ
ン
）

・

栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、
左
記
ア
ド
レ
ス
へ
空
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
と
登
録
画
面
へ

の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与
さ
れ

た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま
す
。

※

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
ま
た
は
Ｐ
Ｍ
２
．５
注
意
喚
起

情
報
が
出
さ
れ
る
と
そ
の
情
報

が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

bousai.tochigiken
g-m
.jp

　

12
月
28
日
か
ら
1
月
5
日
ま

で
し
尿
処
理
場
が
閉
場
（
お
休

み
）
の
た
め
、
汲
み
取
り
業
者

に
よ
る
汲
み
取
り
・
清
掃
が
で

き
ま
せ
ん
。　

　

年
内
中
の
汲
み
取
り
・
清
掃

を
お
考
え
の
方
は
お
早
め
に
契

約
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る

と
、ひ
と
や
物
に
危
害
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。犬
に
と
っ
て
も
、交

通
事
故
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。必
ず
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、散
歩
の

時
も
リ
ー
ド（
引
き
綱
）を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
飼
い
主
さ
ん
に
お
願
い

で
す
。飼
い
猫
の
屋
内
飼
育
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。ご
近
所
へ
の
ふ

ん
尿
な
ど
の
被
害
防
止
や
、交
通

事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫
を
守

る
た
め
に
大
変
有
効
で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
あ
な
た
の
犬
・
猫

が
好
か
れ
る
た
め
に
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、「
下
野
市
環
境
美
化

条
例
」に
よ
り
、空
き
缶
や
タ
バ

コ
等
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄

で
あ
り
、犯
罪
で
す
。ま
た
、歩
き

タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

は
、火
傷
や
火
災
の
原
因
と
な
る

非
常
に
危
険
な
行
為
で
す
。ご
み

は
責
任
を
持
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
、タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ
た
場
所

で
吸
い
ま
し
ょ
う
。　

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

-entry@
s

（
1
2
0
，
1

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

ト
イ
レ
の
案
内
表
示
。
最
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
も
の
は
ど
れ
？

①
外
国
人
に
も
分
か
る
よ
う
に
英
語
で　

②
読
み
や
す
い
よ
う
に
大
き
な
文
字
で　

③
見
た
だ
け
で
わ
か
る
よ
う
に
絵
で

問
２

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
15



キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
認
定
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
た

　

６
月
２
日
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
認
定
講
習
会

が
行
わ
れ
、
５
名
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
資
格
取
得
の
た
め

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栃
木
県
キ
ン
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
田
村
孝
士

氏
を
講
師
に
迎
え
、
キ
ン
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
の
参
加

者
と
一
緒
に
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
の
歴
史
、
リ
ー
ド
ア
ッ

プ
ゲ
ー
ム
と
ヒ
ッ
ト
＆
レ
シ
ー

ブ
練
習
、
そ
し
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
を
講
習
し
ま
し
た
。

　

特
に
ゲ
ー
ム
で
は
、
大
き
な

ボ
ー
ル
を
４
人
の
仲
間
と
追
い

か
け
、
キ
ャ
ツ
チ
で
き
た
と
き

の
喜
び
は
格
別
で
し
た
。
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
ル
ー
ル
や
ジ
ャ
ッ

チ
の
仕
方
、
そ
し
て
戦
術
な
ど

「
ゴ
ル
フ
マ
ナ
ー
＆
ル
ー

ル
勉
強
会
」参
加
者
募
集

■
主
催　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
日
程　

12
月
４
日
㈬

　

受
付　

午
後
６
時
30
分
〜

　

開
講　

午
後
７
時
〜
９
時

■
会
場

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

１
階
特
設
会
場

■
募
集
人
数　

30
名

■
参
加
料　

無
料

■
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
者
ま
た
は

市
民
の
紹
介
者

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

下
野
市
国
分
寺
１
３
８
０

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

（
44
）４
４
３
２

に
つ
い
て
も
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
普
及
推
進
の
た
め
、
市
民
の

皆
様
に
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
体
力
・
運
動
能
力

調
査
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た

　

９
月
28
日
「
体
力
・
運
動
能

力
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
の
季
節
を
迎
え
、
ス
ポ
ー

ツ
に
い
そ
し
む
方
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
運
動
を
し
て
い
る
方
、
体
力

の
衰
え
が
気
に
な
る
各
年
代
層

の
方
々
な
ど
、
市
民
の
健
康
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
た
め

に
毎
年
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
市
民
約
40
名
の
皆
様
が

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
年
代
に
応
じ
て

６
項
目
を
評
価
す
る
も
の
で
す

が
、
今
回
は
15
名
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
参
加
者
の
緊
張
を

ほ
ぐ
し
、
楽
し
く
そ
し
て
正
し

い
測
定
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
に
と
っ
て
健
康
は
貴
重
な

財
産
で
す
。
市
民
の
皆
様
が
行
っ

て
い
る
運
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
更
に
高
め
た
り
、
快
適
な

日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
自

身
の
健
康
度
を
確
か
め
る
た
め

に
も
「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
」

を
実
施
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
で
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

The スポ推
スポーツ推進委員会だより No.2

■問い合わせ先
　スポーツ推進委員会事務局
　（スポーツ振興課）
　☎５２－１１２４

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　 

多
く
の
ト
イ
レ
の
マ
ー
ク
は
誰
も
が
見
た
だ
け
で
わ
か
る
よ
う
に
絵
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

音
声
案
内
な
ど
を
取
り
入
れ
る
と
よ
り
や
さ
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
言
え
ま
す
。
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お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

は
お
済
で
す
か
？

予
　
防
　
接
　
種

小
山
地
区
医
師
会
主
催

市
民
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

お
　
知
　
ら
　
せ

子
宮
頸
が
ん
検
診
の

集
団
検
診
の
追
加
実
施

の
お
知
ら
せ

健
　
　
診

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

相
　
　
談

　

次
の
予
防
接
種
の
回
数
が
完

了
し
て
い
な
い
方
は
、
冬
休
み

な
ど
を
利
用
し
て
、
新
学
期
ま

で
に
（
３
月
31
日
ま
で
に
）
不

足
分
の
予
防
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

　

Ｍ
Ｒ
２
期
は
１
０
，
４
７
９

円
、
二
種
混
合
は
４
，
７
０
４

円
を
市
が
負
担
し
て
い
る
の
で

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
４
月

１
日
以
降
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

■
年
長
児

○
Ｍ
Ｒ
２
期　

１
回
接
種

○
三
種
混
合　

計
４
回
接
種

○
ポ
リ
オ　
　

　

・
生
の
場
合　

　

・
不
活
化
と
生
を
併
用
の
場
合

　

・
不
活
化
の
場
合

○
日
本
脳
炎　

計
３
回
接
種

■
小
学
６
年
生

○
二
種
混
合　

１
回
接
種

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

10
月
27
日
、
き
ら
ら
館
に
て

市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
自
治
医
科
大
学

消
化
器
内
科
准
教
授
佐
藤
貴
一

先
生
か
ら
「
胃
が
ん
ハ
イ
リ
ス

ク
検
診
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
リ
ス
ク
分
類
）

で
ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
胃
癌
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
題
し
て
、

ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
胃
が
ん
の
予

防
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
い
た
だ
き
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
追
加
実

施
し
ま
す
。
受
診
希
望
の
方
は
、

電
話
で
健
康
増
進
課
ま
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

1
月
22
日
㈬

　

受
付
午
前
8
時
〜
10
時

（
7
時
40
分
に
開
場
し
、
整
理

　

番
号
札
を
配
付
し
ま
す
）

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館

※
そ
の
他
の
が
ん
検
診
日
程
に

つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
平
成

25
年
度
受
診
券
（
圧
着
ハ
ガ
キ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健

康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち

た
、
体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い

思
い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

１
月
21
日
㈫

　
　
　
　

３
月
18
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

2013年度 がん征圧スローガン

「
　　　いつ受けるの？」

「　　で
しょ！」

がん検診 がん検診 

今今

計
２
回
接
種

計
４
回
接
種

計
４
回
接
種

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

吉
田
西
小
学
校
の
西
側
に
あ
る
県
指
定
文
化
財
東
根
供
養
塔
は
県
内
に
現
存
す
る
最
古
の
紀
年
名
の
あ
る
宝
塔
で
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
３

Shimotsuke
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メ
タ
ボ
予
防
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

健
康
づ
く
り
応
援
隊
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

「
健
康
応
援
教
室
〜
つ

な
ぐ
〜
」（
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
主
催
）

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

教
　
室 

・ 

講
　
座

申し込み
ＱＲコード

　

平
成
23
年
度
市
民
の
健
康
と

生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、「
味
噌
汁
、

漬
物
を
１
日
２
回
以
上
と
っ
て

い
る
」
と
答
え
た
市
民
の
割
合

は
29
．
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

塩
分
は
調
味
料
だ
け
で
な
く

加
工
食
品
な
ど
に
も
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
加
え
て
味
噌
汁
や

漬
物
を
多
く
と
っ
て
い
る
と
塩

分
の
摂
り
過
ぎ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

12
月
19
日
㈭

　

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー

ル■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）※
前

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
（
1
0
0

㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

　

気
に
は
し
て
る
け
ど
、
自
分

は
「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
目
を
背

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！
ま

ず
は
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
か

ら
、
そ
し
て
無
理
の
な
い
食
生

活
と
運
動
習
慣
を
続
け
る
こ
と

が
メ
タ
ボ
予
防
の
秘
訣
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
教
室
に
参
加
し
て
一

緒
に
メ
タ
ボ
予
防
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か
？
ご
家
族
・
お
友
達

の
参
加
も
可
能
で
す
。
お
誘
い

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
！ 

■
日
程

　

１
月
28
日
㈫

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

30
分
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
場
所

　

き
ら
ら
館　

研
修
室　

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
・
筆
記
用
具
・
運

動
で
き
る
服
装
・
タ
オ
ル

■
内
容

①
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

②
ヘ
ル
シ
ー
食
の
試
食

③
自
分
の
食
事
を
見
直
そ
う
！

食
事
に
関
す
る
耳
寄
り
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す

④
室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動

■
申
し
込
み
期
限

　

１
月
21
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　　

健
康
寿
命
（
一
人
で
自
立
し

て
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
）
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
と
、
地
域
の

繋
が
り
や
健
康
づ
く
り
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
活
躍
す
る
食
生
活
改

善
推
進
員
（
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
）
が
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
自
分

自
身
と
、
家
族
や
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
程

　

１
月
20
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
定
員　

20
名　

※
１
月
10
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み

■
費
用　

無
料

■
内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
に

つ
い
て
、
正
し
い
食
習
慣
（
減

塩
、野
菜
摂
取
量
）、ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
運
動
に
つ

い
て
、
調
理
実
習

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
事
務
局
（
健
康
増
進
課
）

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎

日
、
ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の

離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

1
月
27
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

平
成
25
年
６
月
・
７
月
生
ま

れ
の
、
生
後
６
〜
７
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

･
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

･
野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

･
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
し
込
み
受
付
期
間

　

12
月
25
日
㈬
〜
1
月
20
日
㈪

※
電
話
ま
た
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　 

東
根
供
養
塔
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
初
め
こ
ろ
の
文
久
元
年（
１
２
０
４
）に
造
っ
た
と
い
う
こ
と
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
付
近
に
住
ん
で
い
た

佐
伯
伴
行
と
い
う
人
物
が
、
妻
と
共
に
両
親
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
造
立
し
ま
し
た
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
18



医
療
コ
ラ
ム

国
保
で
わ
か
る
！

　
　
　
　
　
健
康
安
心
！

国
保
で
わ
か
る
！

　
　
　
　
　
健
康
安
心
！

月　　日 受付時間 内　　容 場　所対　象　者

■　保健メモ　■　12月号　12月16日→1月15日

ゆ13：00～14：0012月16日（月） 平成25年2月生まれ9か月児健診

ゆ13：00～14：0012月17日（火） 平成25年8月生まれ4か月児健診

ゆ9：45～10：0012月18日（水） 育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さんポピーくらぶ

ゆ13：00～14：001月7日（火） 平成22年10月生まれ3歳児健診

き9：45～10：001月8日（水） 育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さんポピーくらぶ

き8：00～10：00 事前申し込み必要
1月14日（火）

ゆ13：00～14：00 平成24年6月生まれ1歳6か月児健診

ゆ9：45～10：001月15日（水） 育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さんポピーくらぶ

■内容：　　　　　 …特定健診・後期高齢者健康診査・がん検診・ヤング健診　
■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館

特 が ヤ
ゆ き
• • •後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

　

下
野
市
の
み
な
さ
ん
、は
じ
め
ま
し
て
。

獨
協
医
科
大
学
講
師
の
種
市
ひ
ろ
み
で

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
下
野
市
の
医

療
費
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
み
な
さ
ん
へ
健

康
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
何
回
か
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
医
療
費
が
年
々
増
え
て
い

る
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご
存
知
の
事

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
健
康
に
関
す

る
意
識
が
高
く
な
り
、
私
の
家
の
近
く
に

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
は
朝
か
ら
夜
ま
で
大

賑
わ
い
で
す
。「
ト
ク
ホ
」
や
「
サ
プ
リ
」

な
ど
も
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
言
葉
に
な

り
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
に
努
力
し
て
い

る
方
が
、周
り
に
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
と
い
え
ば
、
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）
は
受
け
て
い
ま
す
か
？
ま
た
の

名
を
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
い
い
ま
す
。
こ

の
特
定
健
診
で
は
、
腹
囲
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
血
圧
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

等
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
前
の
お
話
で
す
が
、
平
成
20

年
、21
年
に
特
定
健
診
を
受
け
た
方
の
デ
ー

タ
か
ら
、「
こ
れ
は
病
院
受
診
を
し
な
い

と
・
・
・
」
と
思
う
方
が
い
た
た
め
、
受

診
状
況
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
内
９

割
の
方
は
す
で
に
ど
こ
か
の
病
院
に
受
診

し
て
い
て
、
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
残
り
の
１
割
の
方
は
、
検
査
値
が
悪

く
て
も
病
院
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
し
た
。

　

よ
り
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
健
診
結

果
で
血
圧
が
高
か
っ
た
方
の
約
５
％
は
、

健
診
日
か
ら
６
か
月
経
っ
て
も
病
院
を
受

診
し
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

女
性
よ
り
も
男
性
に
未
受
診
者
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
は
病
気
の
早

期
発
見
に
も
つ
な
が
り
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
健
康
診

査
の
結
果
を
聞
い
て
い
る
の
に
、「
病
院
に

は
忙
し
く
て
行
け
な
い
」、「
ま
だ
ま
だ
大

丈
夫
」、「
病
院
で
何
か
言
わ
れ
る
の
が
不

安
だ
」
等
々
の
理
由
で
、
病
院
に
行
か
な

い
な
ん
て
、
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
、
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
・
・
・
。
健
診
結
果
を
有
効
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
、
３
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

種
市　

ひ
ろ
み

　
　

獨
協
医
科
大
学
看
護
学
部
で
在
宅

看
護
学
の
講
師
を
し
、
ま
た
下
野
市
の

医
療
費
デ
ー
タ
を
基
に
市
民
の
健
康
状

況
や
疾
病
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
・
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

筆
者
紹
介

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

小
金
井
宿
の
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
水
が
枯
れ
な
い
黄
金（
こ
が
ね
）の
よ
う
な
井
戸
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
の
国
分
寺
庁
舎
の
下
で
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
４

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
19



下
野
市
人
権
教
育
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

人
権
教
育
啓
発
の
一
環
と
し

て
、
本
年
度
も
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
講
師
に
金
子
み
す
ず

記
念
館
長
の
矢
崎
氏
を
迎
え
、

作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
人
権
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。

■
演
題

「
今
、
こ
だ
ま
す
と
き
〜
み
す

ず
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
〜
」

■
講
師

　

金
子
み
す
ず
記
念
館
館
長

　

童
話
作
家

　

矢や

崎ざ
き

節せ
つ

夫お

氏

―
主
著
―

【
金
子
み
す
ず
関
連
書
】『
童
謡

詩
人
の
生
涯
』(

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版

局)【
童
謡
集
】『
ぼ
く
が
い
な
い
と

き
』(

雁
書
房)

【
童
話
集
】『
ひ
と
り
で
も
ふ
た

り
』(

フ
レ
ー
ベ
ル
館)

【
絵
本
】『
あ
り
が
と
う
の
き
』 

(

教
育
画
劇)

等

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
点
・
論
点
出
演
（
平

成
25
年
4
月
11
日
放
送
）

※
本
講
座
は
、
と
ち
ぎ
県
民
カ

レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。

　

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
は
、

県
の
各
施
設
や
市
町
の
公
民
館
、

高
等
学
校
・
大
学
・
各
種
学
校

な
ど
で
開
催
さ
れ
て
い
る
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
、
県
民
の
皆

様
に
総
合
的
に
提
供
し
参
加
・

活
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

（
と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
）

　

カ
レ
ッ
ジ
に
登
録
し
て
い
る

方
に
１
単
位
分
の
シ
ー
ル
を
配

付
し
ま
す
の
で
、
受
付
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
日
時　

12
月
7
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

午
後
2
時
開
演

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
そ
の
他

・
入
場
無
料

・
事
前
申
し
込
み
不
要

・
講
演
内
容
の
要
約
筆
記
あ
り

○
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
22
年
、
東
京
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
英
文
科
卒
業
。

　

童
謡
詩
人
佐
藤
義
美
、
ま
ど

･

み
ち
お
に
師
事
、
昭
和
57
年
、

童
話
集
『
ほ
し
と
そ
ら
の
し
た

で
』(

フ
レ
ー
ベ
ル
館)

で
、
第

12
回
赤
い
鳥
文
学
賞
を
受
賞
。

童
謡
詩
人
金
子
み
す
ず
の
埋
も

れ
て
い
た
遺
稿
を
見
つ
け
『
全

集
』(

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局)

と
し

て
世
に
出
し
、
以
後
そ
の
作
品

集
の
編
集
・
出
版
に
携
わ
っ
て

い
る
。
平
成
15
年
4
月
、
金
子

み
す
ず
記
念
館(

山
口
県
長
門

市)

の
館
長
に
就
任
。

下
野
市
市
民
人
権
講
座　

開
催
中

第
３
回
・
第
４
回
の
お
し
ら
せ

　

今
年
度
の
市
民
人
権
講
座
、

「
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に

の
第
３
・
４
回
目
で
す
。
こ
の
機

会
に
人
権
に
つ
い
て
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

【
第
３
回
】

・ 

日
時　

１
月
17
日
㈮

 

午
前
10
時
〜
正
午

・  

内
容
「
子
ど
も
に
対
す
る
暴

力
」　

防
止
・
予
防
の
た
め
に

・
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

子
ど
も

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

【
第
４
回
】

・ 

日
時　

２
月
６
日
㈭

 

午
前
10
時
〜
正
午　

・  

内
容｢

Ｃ
Ａ
Ｐ
お
と
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
〜
周
り
の
大
人
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
〜

・  

講
師　

子
ど
も
の
人
権｢

Ｃ

Ａ
Ｐ｣

な
す

■
場
所

　

各
回
と
も　

下
野
市
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
各
回
定
員　

40
名

■
申
し
込
み
締
め
切
り
日

　

各
開
催
日
の
一
週
間
前

■
そ
の
他

　

内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

平
成
26
年
下
野
市
成
人
式

　

輝
か
し
い
２
０
１
４
年
の
新

春
に
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え

ら
れ
ま
す
皆
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
成
人
と
な
る
皆
さ
ま
の
門

出
を
祝
福
す
べ
く
、
本
年
も
下

野
市
に
て
成
人
式
を
次
の
と
お

り
挙
行
し
ま
す
。

■
日
時　

　

１
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
受
付　

10
時
開
式

■
会
場　

　

国
分
寺
地
区
：
国
分
寺
公
民
館

　

石
橋
地
区
：
グ
リ
ム
の
館

　

南
河
内
地
区
：
南
河
内
公
民
館

■
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

〈
案
内
状
に
つ
い
て
〉

　

９
月
１
日
現
在
、
当
市
に
住

民
票
の
な
い
方
（
市
外
に
転
出

し
た
方
、
ま
た
は
そ
れ
以
降
に

転
入
し
た
方
）
で
、
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

syougaigakusyu

　

@
city.shim

otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　 

こ
の
井
戸
の
水
は
、
徳
川
将
軍
家
が
日
光
社
参
時
に
小
金
井
宿
で
休
憩
し
た
時
に
御
膳
水
と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
正
確
な
場
所
は
不

明
で
す
が
、
現
在
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
南
側
の
地
域
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
20



シ
ニ
ア
の
た
め
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ　

１
月
講
座

　

受
講
生
募
集

　
「
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
苦
手
」
な
ど
と
思
っ
て
い

る
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ　

ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
入
門
・
活
用
講
座
を
開

き
ま
す
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
持
ち

運
び
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
よ
り

手
軽
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
ま
す
。

　

動
画
を
見
た
り
、
音
楽
を
聴

い
た
り
、
実
際
に
写
真
や
ビ
デ

オ
を
撮
影
・
編
集
し
た
り
す
る

な
ど
、
楽
し
い
ア
プ
リ
の
活
用

を
学
習
し
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
参
加
を
あ
き
ら

め
る
前
に
、
簡
単
で
便
利
な
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
、
６
月
・

９
月
に
実
施
し
た
入
門
・
活
用

講
座
と
同
じ
内
容
で
す
。

■
日
時　

１
月
14
日
・
21
日
・

28
日
・
２
月
４
日

【
午
前
の
部
】

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
午
後
の
部
】

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
毎
週
火
曜
日　

各
４
回
）　

「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
２
０
１
３
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

今
年
も
、
市
民
の
熱
い
思
い

を
込
め
て
10
月
20
日
に
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
こ
こ
か
ら
始
め
よ
う
地

域
の
で
あ
い
」。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
施
設
の
利

用
団
体
と
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
者
の
活
動

成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
で
第
６
回

を
迎
え
ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

概
ね
60
歳
以
上
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
初

め
て
の
方
、
ま
た
は
活
用
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方

■
定
員

　
【
午
前
の
部
】【
午
後
の
部
】

と
も
先
着　

各
10
名

■
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

　

(
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む)

1
月
14
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

栃
木
県
シ
ニ

ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
申
し
込
み
方
法

　

12
月
16
日
㈪
午
前
９
時
〜

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

下
野
市
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
登
録
団
体「
ヴ
ェ
ー
ル
」が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
5
日
県
庁
昭
和
館
４
階

正
庁
で
行
わ
れ
た
「
学
校
教
育

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状

贈
呈
式
」
に
お
い
て
、
小
学
校

で
学
校
行
事
時
や
授
業
時
の
歌

唱
・
演
奏
指
導
を
行
っ
て
い
る

下
野
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
ヴ
ェ
ー
ル
」
が
栃
木
県
教

育
委
員
会
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
も

期
待
し
て
お
り
ま
す
！

人
気
で
す
！

ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

　

下
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ク

エ
ス
ト
講
座
は
、
皆
さ
ん
が
主

催
す
る
学
習
会
等
に
市
職
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
下

野
市
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
自
発
的

な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
自
主

グ
ル
ー
プ
や
学
校
等
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
受
け
、
各
分
野
の

職
員
が
専
門
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

　

10
月
は
9
月
に
実
施
さ
れ
た

「
小
中
学
校
音
楽
祭
」
の
記
録

画
像
を
放
映
し
ま
し
た
。
訪
れ

た
運
営
関
係
者
が
感
想
を
語
り

合
い
ま
し
た
。

自然に親しむ会のザリガニつり

贈呈式に出席したメンバー

南河内第二中学校での授業の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

二
宮
尊
徳
は
学
校
の
校
庭
に
マ
キ
を
背
負
っ
た
銅
像
が
あ
り
、
昼
夜
勉
学
に
励
ん
だ
象
徴
で
、
旧
二
宮
町
の
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
た
人
物
で
す
が
、
下
野
市
地
域

に
も
赴
き
農
村
の
復
興
指
導
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
５　
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10
月
22
日
、
石
橋
公
民
館
に

お
い
て
、
第
８
回
下
野
市
理
科

研
究
展
覧
会
の
審
査
会
が
、
各

校
の
理
科
担
当
の
先
生
方
を
審

査
員
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
校
の
校
内
審

査
を
経
て
１
４
３
作
品
の
出
品

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

５
７
点
の
作
品
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
石
橋
中

学
校
１
年
の
桜
井
愛
菜
さ
ん
の

「
す
ご
い
ぞ
！
タ
ン
ポ
ポ
の
生

命
力
」
は
、
審
査
員
の
方
か
ら

「
子
ど
も
ら
し
い
お
も
し
ろ
い

発
想
の
研
究
で
着
眼
点
も
す
ば

　

竹
島　

花
音
（
祇
園
小
）
※

　

細
田　

真
矢
（
祇
園
小
）
※

　

伊
澤　

遼
平
（
緑
小
）

　

髙
野　

由
佳
（
古
山
小
）

　

中
澤　

誠
太
（
国
分
寺
東
小
）

○
小
学
４
年
生　

　

岡
川　

恵
子
（
祇
園
小
）
※

　

小
関　

凱
仁
（
石
橋
小
）
※

　

葥
内　

志
帆
（
石
橋
小
）

　

中
島　

愛
心
（
石
橋
北
小
）

　

小
木
曽　

大
志
（
石
橋
北
小
）

　

尾
﨑　

悠
人
（
国
分
寺
小
）※

※

　

貫
井　

大
弥
（
国
分
寺
小
）
※

○
小
学
５
年
生

　

竹
内　

琉
稀
（
吉
田
西
小
）

　

松
下　

朋
香
（
吉
田
西
小
）

　

菱
川　

結
月
（
祇
園
小
）
※

　

細
田　

稜
花
（
祇
園
小
）
※

　

水
野　

光
貴
（
緑
小
）

　

須
藤　

美
咲
・
稲
葉　

司
帆

（
古
山
小
）
※
※

　

近
藤　

瑛
爽
（
国
分
寺
西
小
）※

○
小
学
６
年
生

　

舘
野　

沙
也
佳
（
薬
師
寺
小
）

　

髙
橋　

茉
央
（
薬
師
寺
小
）
※

　

山
本　

碧
威
・
山
本　

雅

（
吉
田
西
小
）
※

　

熊
田　

順
一
（
祇
園
小
）
※
※

　

和
田　

琉
（
緑
小
）
※

　

本
田　

千
尋
（
古
山
小
）

ら
し
い
。
ま
た
、
条
件
の
統
一
、

課
題
の
設
定
、
写
真
等
が
き
ち

ん
と
し
て
い
て
わ
か
り
や
す
い

作
品
で
あ
る
。」
と
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
小
学
１
年
生

　

小
島　

康
暉
（
薬
師
寺
）

　

谷
田
貝　

美
桜
（
吉
田
西
小
）

　

荻
原　

雄
大
朗
（
祇
園
小
）
※

　

若
林　

昊
（
石
橋
小
）

　

上
野　

智
輝
（
石
橋
小
）
※

　

西
村　

紗
矢
音
（
国
分
寺
東
小
）※

○
小
学
２
年
生

　

藤
本　

尚
也
（
祇
園
小
）

　

荒
川　

雛
乃
（
石
橋
小
）

　

伊
藤　

仁
美
（
古
山
小
）

　

鈴
木　

知
隼
（
古
山
小
）
※

　

髙
岩　

琥
太
郎
（
細
谷
小
）
※

　

桜
井　

夢
菜
（
石
橋
北
小
）
※

○
小
学
３
年
生

　

髙
橋　

歓
多
・
髙
橋　

大
空

　
　
　
　
　
（
薬
師
寺
小
）
※

　

山
越　

楓
花
（
石
橋
北
小
）

○
中
学
１
年
生

　

三
輪　

和
希
（
南
河
第
二
中
）

　

小
幡　

敬
（
南
河
第
二
中
）
※

　

岡
田　

直
緒
美
（
南
河
第
二
中
）

　

桜
井　

愛
菜
（
石
橋
中
）
※

　

大
塚　

諒
（
国
分
寺
中
）
※

　

岡
本　

広
夢
（
国
分
寺
中
）※

※

○
中
学
２
年
生

　

矢
田
部　

日
向
子

（
南
河
第
二
中
）
※

　

菱
川　

雄
斗
（
南
河
第
二
中
）

　

水
野　

夏
歩（

南
河
第
二
中
）
※

　

倉
井　

陽
彦
（
石
橋
中
）
※
※

　

中
田　

翔
大
（
国
分
寺
中
）
※

　

伊
藤　

正
悟
（
国
分
寺
中
）※

※

○
中
学
３
年
生

　

荒
川　

幸
菜
（
南
河
内
中
）

　

鈴
木　

理
子
（
石
橋
中
）
※

　

森
田　

有
香
・
堀
越　

桃
奈

（
石
橋
中
）

　

橋
本　

苑
子
（
国
分
寺
中
）
※

　

小
林　

彩
乃
（
国
分
寺
中
）

　

岡
本　

花
梨
（
国
分
寺
中
）
※

※
…
地
区
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理
科
展
に
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
す
。

※
※
…
発
表
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理
科
展
に
て

研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
下
野
市
理
科
研
究
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

☎（
52
）１
１
１
８

平成 25年度下野市理科研究審査結果

審査会の様子

小学生の作品中学生の作品

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　

 

二
宮
尊
徳
が
当
時
の
桜
町
領（
現
在
の
真
岡
市
）で
始
め
た
報
徳
仕
法
は
、
土
地
の
生
産
性
を
高
め
る
技
術
的
・
経
済
的
内
容
が
実
用
的
で
あ
っ
た
た
め
、
近

隣
の
領
土
に
爆
発
的
に
広
ま
り
ま
し
た
。
下
野
市
で
は
、
下
石
橋
、
下
大
領
、
関
根
井
、
笹
原
の
荒
地
開
発
は
報
徳
仕
法
を
基
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
下
野
市
地
域
に
二
宮
尊
徳
が
指
導
に
訪
れ
た
と
い
う
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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旧
暦
・
陰
暦
で
一
二
月
の
こ
と
を
「
師
走
」

と
い
い
ま
す
が
、師
走
の
語
源
説
と
し
て
「
僧

（
師
）
が
お
経
を
あ
げ
る
た
め
に
、
東
西
を
馳

せ
る
月
」
＝
「
師
馳
す
（
し
は
す
）」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
説
は
、
意
外
と
古
く
平
安
時
代

末
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
「
色い
ろ
は
じ
る
い
し
ょ
う

葉
字
類
抄
」
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、「
年
果
つ（
と

し
は
つ
）」、「
四
季
の
果
て
る
月
」
を
意
味
す

る
「
四
極
（
し
は
つ
）」、「
一
年
の
最
後
に
な

し
終
え
る
」
意
味
の
「
為
果
つ
（
し
は
つ
）」

と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
下
野
薬
師
寺
、
下
野
国
分
寺
・
尼

寺
に
は
ど
の
よ
う
な
お
坊
さ
ん
（
師
）
が
い

た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
前
に
こ
れ
ら
の
寺

院
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
多
く
の
方
が
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
例
が

多
い
の
で
す
が
、
い
ず
れ
の
お
寺
に
も
お
墓

は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
野
薬
師
寺
に
つ
い
て
も

七
三
〇
年
代
頃
に
国
営
寺
院
「
定
額
寺
」
に

昇
格
し
ま
す
の
で
、
下
毛
野
氏
一
族
の
菩
提

を
弔
う
寺
以
外
の
役
割
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

下
野
薬
師
寺
も
下
野
国
分
寺
・
尼
寺
も
「
国

家
鎮ち

ん
ご護

」（
国
の
平
穏
・
無
事
を
祈
る
）
の

た
め
の
お
寺
と
し
て
存
在
し
ま
す
。
特
に
国

分
寺
・
尼
寺
は
聖
武
天
皇
の
発
願
に
よ
り
全

国
六
十
余
国
に
建
立
さ
れ
た
「
国
中
の
安

泰
を
願
っ
た
」
寺
で
す
が
、
国
分
寺
を
造
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
、
国

中
に
伝
染
病
が
蔓
延
し
、
国
内
の
政
治
は
不

安
定
で
内
乱
な
ど
が
起
こ
り
、
国
外
で
は
半

島
情
勢
が
不
穏
に
満
ち
て
い
た
こ
と
が
そ
の

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
世
情

の
中
、
全
国
各
地
で
勤
務
で
き
る
き
ち
ん
と

し
た
資
格
を
有
し
た
僧
侶
の
増
員
が
必
要
と

な
っ
た
訳
で
す
。
よ
っ
て
、
天
て
ん
ぴ
ょ
う平
勝し
ょ
う

宝ほ
う

六
年

（
七
五
三
）
に
東
大
寺
に
設
置
さ
れ
た
戒
壇
院

の
ほ
か
、
新
た
に
天

て
ん
ぴ
ょ
う平

宝ほ
う

字じ

五
年
（
七
六
一
）

正
月
二
一
日
の
勅
命
で
東
国
に
は
下
野
薬
師

寺
、
西
国
は
筑ち
く
し紫

観か
ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺
に
戒
壇
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
戒
壇
」
が
「
僧
＝
師
」

と
な
る
べ
き
人
々
の
一
生
を
左
右
す
る
免
許

試
験
場
で
あ
っ
た
訳
で
す
。
概
要
を
説
明
す

る
と
長
野
県
碓う

す
い氷

峠
よ
り
東
の
地
域
の
受
験

生
は
下
野
薬
師
寺
で
、
四
国
・
九
州
方
面
で

僧
に
な
り
た
い
人
は
観
世
音
寺
で
受
験
し
た

わ
け
で
す
。

　

当
時
の
寺
院
に
は
、
現
在
の
総
合
大
学
の

よ
う
に
文
系
・
理
系
・
医
療
系
・
土
木
系
な

ど
様
々
な
知
識
を
も
っ
た
僧
侶
が
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。東
大
寺
の
大
仏
造
営
に
関
わ
っ

た
こ
と
で
著
名
な
「
行ぎ

ょ
う
き基

」
は
土
木
技
術
に

長
け
て
お
り
、
道
を
整
備
し
た
り
橋
を
架
け

た
り
し
て
い
ま
す
。
時
代
は
違
い
ま
す
が「
弘

法
大
師
」
が
井
戸
を
掘
っ
た
話
も
つ
な
が
る

訳
で
す
。
国
分
寺
や
尼
寺
の
広
い
敷
地
に
は

薬
草
を
植
え
た
「
薬
園
」
が
あ
っ
た
こ
と
も

わ
か
っ
て
お
り
、
お
寺
が
病
院
の
役
割
を
し

て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
合
格
し
た
後
は
様
々
な
知
識
に
つ
い
て
勉

学
に
励
ん
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
試
験
に
つ

い
て
は
そ
の
性
格
上
、
内
容
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
多
い
の
で
す
が
、
下
野
薬
師
寺
で
は

五
人
前
後
の
師
に
よ
る
口
頭
試
問
が
行
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
合
格
す
る
と

東
国
の
各
地
の
国
分
寺
・
尼
寺
が
勤
務
地
と

な
り
ま
す
。
国
分
寺
に
は
「
講こ

う
ど
く
し

読
師
」
と
呼

ば
れ
る
「
教
授
」
が
い
ま
し
た
。
下
野
の
場
合
、

国
分
寺
の
講
師
が
薬
師
寺
の
講
師
も
兼
務
し

た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
、
下
野

市
に
は
自
治
医
科
大
学
が
あ
り
、
各
地
か
ら

選
抜
さ
れ
た
優
秀
な
人
材
が
最
先
端
の
医
療

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
一
三
〇
〇
年
前

の
下
野
薬
師
寺
で
も
東
国
各
地
か
ら
選
抜
さ

れ
た
優
秀
な
受
験
生
が
集
ま
り
、知
識
を
競
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
々
の

地
道
な
研け
ん
さ
ん鑽
の
積
み
重
ね
が
、
歴
史
と
文
化

と
な
る
わ
け
で
す
。
下
野
薬
師
寺
が
こ
の
地

に
な
け
れ
ば
、
後
の
戦
国
時
代
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
「
日
本
国
中
最
も
大
に

し
て
最
も
有
名
な
坂
東
の
ア
カ
デ
ミ
ー
（
坂

東
の
大
学
）」
と
称
さ
れ
、
海
外
に
ま
で
そ

の
名
が
伝
え
ら
れ
た
足
利
学
校
は
存
在
し
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
野
薬
師
寺
・
国
分
寺
の
僧
も
走
っ
た
の
か
？ 

―
「
師
走
」の
お
話
し
―

新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

色葉 字類抄……平安時代の辞書、日常語など
言葉について記されている。

行基 ……奈良時代の高僧、日本最初の大僧正、
東大寺大仏建立の総責任者

講読 師……講師と読師。奈良・平安時代、諸
国の国分寺に置かれた僧官で、僧尼を指
導し、経論を講説する者を講師、また、
これを補佐して法会などをつかさどる者
を読師という。下野国分寺鐘楼推定復元図

当時、下野薬師寺・国分寺・尼寺で除夜の鐘は鳴ったのでしょうか？

用　語　解　説
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　南河内図書館　
■薬師寺小学校作品展示　1階ロビー
期　間：12 月 1 日㈰～ 12 月 28 日㈯
※図書館休館日でも展示ロビーはご覧になれま
すが、祝日は全館閉館のため入館できません
■読書会
12 月 14 日㈯　午前 10 時～正午
テキスト／朝吹 真理子 著 「きことわ」
■冬のおたのしみ会（クリスマス会）
12 月 14 日㈯　午後 2時～ 3時
場　所：南河内公民館　2階視聴覚室
プ ログラム：「みんなのひろば」「クリスマスっ
てなあに」「あわてんぼうのサンタクロース」
「赤鼻のトナカイ～ジングルベル」ほか
☆サンタと一緒に楽しく過ごしましょう！

　石橋図書館　
■石橋北小学校作品展示　1階展示コーナー
期　間：12 月 1 日㈰～ 12 月 29 日㈰
■読書会　2階研修室
12 月 11 日㈬　午前 10 時～正午
テキスト／渋澤 龍彦 著 「高丘親王航海記」
■おはなし会　1階おはなしコーナー
12 月 7 日㈯　午後 2時～
　クリスマスツリー飾り付け
12 月 21 日㈯　午後 2時～
　おはなし会クリスマススペシャル
■映画会　2階視聴覚室 
12 月 14 日㈯・28 日㈯　午後 2時～
■スタンプラリー式雑誌付録くじ引き会
くじを引くためのスタンプカードは 12 月 1 日
㈰から会当日までお配りしています。くじ引き
は 12 月 21 日㈯ 1階カウンターにて行います
※なくなり次第終了

　国分寺図書館　
■国分寺小学校作品展示　2階視聴覚室
期　間：12 月 1 日㈰～ 12 月 23 日（月・祝）
※期間中、イベント・講座等で使用のため、入
室できない場合があります
■おはなしポケットの会のクリスマス会
12 月 14 日㈯　午後 2時～
場　所：2階視聴覚室
内　容：  大型絵本・エプロンシアター・うた・

マジック・プレゼント
特別ゲスト：サンタさん
■読書会　2階視聴覚室
12 月 21 日㈯　午前 10 時～正午
テキスト／筒井 康隆 著「文学部唯野教授」
■図書館講座　2階視聴覚室
12 月 22 日㈰　午後 2時～ 4時
金田卓也教授の「インドネパール世界の魅力を

探る」（定員 30 名・無料）※要申し込み
■スタッフお楽しみ会　おはなしコーナー
12 月 28 日（土）　　午前 10 時 30 分～
内　容：フカフカマグネット作り（無料）
■ 読み聞かせボランティア養成講座～はじめて
読み聞かせをする人のために～参加者募集
講　師：徳江紀子先生
日　程：1月 18 日㈯、1月 25 日㈯、
　　　　2月 1日㈯　全 3回
時　間：午前 10 時～ 11 時 30 分
申込み：国分寺図書館　☎（44）3399

下野市立図書館（３館）からのお知らせ

◆年末年始休館のお知らせ
南河内　　　…12 月 29 日㈰～ 1月 4日㈯
石橋・国分寺…12 月 30 日㈪～ 1月 3日㈮
◆新春企画／絵本のお楽しみ袋
図書館がおすすめする絵本を数冊ずつ、福袋の
ように中身が分からないようにしてご用意しま
す。どの本が入っているかは借りて開けてみる
までお楽しみ♪
　1月4日㈯～（なくなり次第終了）
※ 詳しくは館内のポスターまたはホームページ
をご覧ください。

※この企画は市内３館で実施します
◆旧保健センター改修工事のお知らせ
9 月から行われている国分寺図書館隣・旧保健
センターの改修工事では、騒音や駐車場不足な
ど大変ご迷惑をおかけしております。12 月中に
終了予定ですので今しばらくご協力いただきま
すようお願いいたします。

ＱＲコード

利用案内
■12月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
年を重ねることはおもしろい。（南） ・・・・・・吉沢　久子
お弁当。－アンソロジー－（南） ・・・・・・・・・阿川 佐和子
11／ 22／ 63（上・下）（南） ・・・スティーヴン･キング
まほろ駅前狂騒曲（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・三浦 しをん
晩年様式集（イン･レイト･スタイル）（石）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大江 健三郎
燃える家（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田中　慎弥
いつも手遅れ（国）・・・・・・・・・・・・・・・アントニオ･タブッキ
うかんむりのこども（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・吉田  篤弘
沈むフランシス（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松家　仁之

＜児童書＞
かわいいキャラクター折り紙あそび（南）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・いしばしなおこ
エアポートきゅうこうはっしゃ！（南） ・・・・・・・みねおみつ
すなばのスナドン（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宇治　勲
おかあさんの顔（石） ・・・・・・・・・・・フレヤ･グラックウッド
ヤッホーホイホー（石） ・・・・・・・・・・・・・・・スズキ コージ
マッティのうそとほんとの物語（石）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ザラー・ナオウラ
町工場の底力（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・かもがわ出版
ずかん武具（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小和田泰経編
ぶうぶうぶう（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・おーなり由子

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこでも貸出
（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation
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読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ
年末年始特集
　2013年ももうすぐ終わりですね。
　今月のテーマは「年末年始」です。
大掃除のコツやお正月準備に役立つ本、
お正月に関係する楽しい絵
本などをご紹介します。
　さわやかな気分で新年を
迎えましょう！

「さしすせそ」で
すべて解決！
家がみるみる
片づく本

土田登志子監修
高橋書店

十二支の
消しゴム
スタンプ年賀状

立澤 あさみ 著
Bozzo  写真
マール社

十二支の
しんねんかい
みき つきみ 文
柳原 良平 画
こぐま社

みんなが喜ぶ
持ちよりレシピ
How to carry・
盛り付けアイデア
荒木　典子 著
成美堂出版

くまのこの
としこし
高橋 和枝 著
講談社

おせちいっかの
おしょうがつ

わたなべあや著
佼成出版社

サッと取り出す、しまう、捨てる、整理
する、掃除する。片づけ新理論「さしす
せそ」で家が劇的にスッキリ！玄関、リ
ビング、子ども部屋など、場所別に「さ
しすせそ」のノウハウを紹介。 （石）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

年賀状にピッタリの和モチーフを集め
た、消しゴムスタンプの図案集。
干支をはじめ、和の文様、正月のおめで
たいモチーフ、文字まで豊富に収録。（国）

「とら」えられない速さで千里をかける
寅、「み」をくねらせてにょろりにょろ
り動く巳。語呂のよいことばにのせて、
十二支の動物たちを紹介します。
 （国）（石）

みんなで１品ずつ持ちよって集まるパー
ティーで役立つ料理レシピ本。盛り付け
やラッピングのアイデアも掲載されてい
るので年末年始の仲間内の集まりにとっ
ても便利！ （南）

「もうすぐ “ らいねん ” がくるよ」と聞い
たくまのこは “ らいねん ” が気になって
しかたありません。“ らいねん ” のため
にお掃除してごちそうつくって…みんな
大忙し！ “らいねん ” がうらやましい！
 （南）（石）（国）

大晦日に家族みんなでおせちの準備をす
るはこださんち。重箱の中ではたくさん
のおせち料理たちも大忙し！さて、おせ
ち一家はどんなふうにお正月を迎えるの
かな？かわいいイラストで描くおせちの
絵本。 （南）（石）（国）

寺】

ラクしてキレイが続く！

お掃除の
ツボ

成美堂
出版編集部　編
成美堂出版

忙しい人も、面倒くさがりな人も、毎日の「ついで掃除」
と、時々の「プラス掃除」を組み合わせれば、家中のキ
レイをキープできます。場所別＆汚れ別＆アイテム別に
いろいろな角度から掃除のハウツーを紹介。年末の大掃
除にも役立ちます！（国）
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詳しくは28ページ ➡

詳しくは29ページ ➡

詳しくは30ページ ➡

詳しくは34ページ ➡

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくは27ページ ➡

お知らせ
「下野市自治基本条例
（案）」パブリックコメン
トを実施します

お知らせ
平成26年１月から
住民票の写し等の
第三者交付に係る本人
通知制度を開始します

募　集
市営住宅の入居者を
募集します

お知らせ
自治医大駅西口の
エレベーターが
完成しました

イベント
口笛とオルゴールの
やさしい時間

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

イ
ベ
ン
ト

第
７
回
い
し
ば
し

軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す

12/15
石
橋
商
工
会
は
、
石
橋
駅
前
国

道
４
号
線
西
側
か
ら
下
野
市
役
所

石
橋
庁
舎
間
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

に
大
人
気
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
も

開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
も
賑
わ
っ
た
石

橋
商
店
連
合
会
の
歳
末
福
引
抽
選

セ
ー
ル
（
下
段
記
事
）
も
同
時
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
日
時

12
月
15
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所

戸
田
薬
局
〜
下
野
市
役
所
石
橋

庁
舎
間

■
問
い
合
わ
せ
先

　

い
し
ば
し
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員

会
（
石
橋
商
工
会
内
）

☎（
53
）０
４
６
３

歳
末
福
引
抽
選
セ
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

12/14・15
ぜ
ひ
「
ワ
ク
ワ
ク
感
」
を
味
わ

い
に
来
て
く
だ
さ
い
！

■
日
時

•
12
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
12
月
15
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会
場　

栃
木
銀
行
石
橋
支
店
北

側
駐
車
場
特
設
会
場

■
景
品

目
玉
は
、
あ
の
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
」
が
10
本
! !

そ
の
他
ビ
ー
ル
や
お
米
な
ど
種

類
豊
富
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
！

■
福
引
券
売
出
期
間

12
月
１
日
㈰
〜
13
日
㈮

■
加
盟
店
＆
福
引
券

順
次
店
頭
に
て
公
開
し
て
い
き

ま
す
。
加
盟
店
に
は
ポ
ス
タ
ー
等

を
掲
示
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を

機
に
ご
近
所
の
商
店
を
覗
い
て
み

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
福
引
券
の

詳
し
い
使
い
方
等
は
、
加
盟
店
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
商
店
連
合
会
（
石
橋
商
工

会
内
）
☎（
53
）０
４
６
３
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Shimotsuke

1

口
笛
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
の

や
さ
し
い
時
間

12/15
プ
ロ
口
笛
奏
者
の
柴
田
晶
子
さ

ん
と
、
手
回
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
奏
者

の
宮
本
由
利
子
さ
ん
に
よ
る
、
癒

し
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
グ
リ
ム

の
森
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
合
わ

せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
15
日
㈰

午
後
４
時
30
分
開
演

■
演
奏
曲
目

口
笛
吹
き
と
犬
、
星
に
願
い
を
、

キ
ラ
キ
ラ
星
変
奏
曲　

ほ
か

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

グ
リ
ム
の
森

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

12/25
　

石
橋
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時

12
月
25
日
㈬

午
後
３
時
30
分
開
場

午
後
４
時
開
演

■
演
奏
曲
目　

未
定

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

グ
リ
ム
の
館
「
喫
茶
室 C

afe 
P
uase

」
営
業
再
開
に
つ
い
て

６
月
よ
り
営
業
を
停
止
し
て
お

り
ま
し
た
、
グ
リ
ム
の
館
内
喫
茶

室
の
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

サ
イ
フ
ォ
ン
で
入
れ
る
本
格
コ

ー
ヒ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。

散
策
の
途
中
に
、
会
場
利
用
時

に
、
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
営
業
時
間
：
土
曜
日
、
日
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

人
権
講
演
会
in
芳
賀

1/18
栃
木
県
で
は
県
民
一
人
ひ
と
り

の
人
権
問
題
に
関
す
る
理
解
促
進

と
人
権
意
識
向
上
の
た
め
、
芳
賀

町
と
の
共
催
に
よ
り
「
人
権
講
演

会
in
芳
賀
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
18
日
㈯

午
後
2
時
〜
３
時
45
分

（
開
場
午
後
1
時
30
分
）

■
会
場

芳
賀
町
民
会
館　

ホ
ー
ル

（
芳
賀
町
大
字
祖
母
井
5
4
8

1
）

■
講
演
内
容

・
演
題　
「
歴
史
の
中
の
人
権
」

•
講
師　

井
沢
元
彦
氏
（
作
家
）

■
定
員　

1
，0
0
0
名

■
そ
の
他

•
入
場
無
料
、事
前
申
込
み
不
要
・

当
日
直
接
会
場
へ

•
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

•
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
は

な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
、
ま
た
は

公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
民
生
活
部
人
権
施
策

推
進
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
0
2
7

　下野市の教育・文化・スポーツの振興を図るため、教育委員会による表彰や記念講演を行う
「教育のつどい」を開催します。教育関係者はもとより、市民の皆様の参加をお待ちしています。
　入場無料ですので、お誘い合わせのうえご来場ください。

■日時　１月25日（土）　午前９時 30 分開会
■場所　国分寺公民館　大ホール
■内容　下野市教育委員会表彰　　　　　　　
　　　　・優秀優良者（文化活動等で優秀な成績を収めたもの）
　　　　・善行篤行者（下野市立中学校に在籍する生徒）
　　　　・優秀優良教員（優れた教育実践を行っている教員）
■記念講演　【講師】社会福祉法人はくつる会理事長　若林英二氏
　　　　　　【演題】「人生 125 歳。生きていこうよ希望にもえて」
■問い合わせ先　教育総務課　☎（52）1117

第８回下野市教育のつどいを開催します

若林英二氏
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「
下
野
市
自
治
基
本
条
例

（
案
）」パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す

2市
で
は
、
市
民
と
議
会
及
び
市

が
一
緒
に
考
え
行
動
す
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち
づ
く

り
や
市
政
運
営
の
基
本
ル
ー
ル
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自

治
基
本
条
例
の
制
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
か

ら
の
最
終
報
告
を
受
け
、
条
例
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
公
表
す
る
資
料

下
野
市
自
治
基
本
条
例
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

　

①
総
合
政
策
課

（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口

（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

※
閲
覧
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

■
意
見
の
募
集
期
間

12
月
２
日
㈪
〜
24
日
㈫

※
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合
も
12

月
24
日
㈫
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

　

〒
３
２
９

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　

下
野
市
役
所
総
合
政
策
課
あ
て

②
（
40
）５
５
７
２

③
電
子
メ
ー
ル

　

sougouseisaku@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参　

総
合
政
策
課

（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名（
※
）、
住
所

（
※
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
は

必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

市
で
は
、
現
在
、
食
育
の
総
合

的
な
指
針
と
な
る
「
下
野
市
食
育

推
進
計
画
（
第
２
期
）」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
の
各
団
体
や
有
識
者
で
構

成
す
る
「
下
野
市
食
育
推
進
計
画

策
定
委
員
会
」
に
お
い
て
本
計
画

に
か
か
る
意
見
・
提
言
を
い
た
だ

き
、
こ
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

下
野
市
食
育
推
進
計
画
（
第
２

期
）
素
案

■
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

①
総
合
政
策
課

　
　
　
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

②
農
政
課

　
　
　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

③
石
橋
庁
舎
市
民
相
談
室

　
　
　
（
市
民
課
窓
口
南
側
）

※
閲
覧
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

■
意
見
募
集
期
間

12
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮

郵
送
の
場
合
は
12
月
27
日

消
印
有
効

■
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
閲
覧
場
所

に
配
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。

①
郵
送
ま
た
は
持
参

〒
３
２
９

０
４
９
３

下
野
市
田
中
6
8
1
番
地
1

下
野
市
産
業
振
興
部
農
政
課

（
南
河
内
図
書
館
２
階
）
あ
て

②
（
48
）１
４
２
４

③
電
子
メ
ー
ル

　

nousei@
city.shim

otsuke.lg.jp

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名（
※
）、
住
所

（
※
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
は

必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

適
応
指
導
教
室
及
び
学

校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
移
転
の
お
知
ら
せ

旧
石
橋
中
学
校
跡
地
に
あ
り
ま

し
た
適
応
指
導
教
室（
ス
マ
イ
ル
）、

及
び
石
橋
庁
舎
３
階
に
あ
り
ま
し

た
、
学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
、
平
成
26
年
１
月
６
日
よ
り
、

左
記
に
移
転
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
連
絡
先
電
話
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
移
転
先

　
下
野
市
花
の
木
二
丁
目
２
番
25
号

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
52
）１
１
４
０

くらしの情報

イ
ベ
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ト
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集
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職

下
野
市
食
育
推
進
計
画

（
第
２
期
）素
案
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

文
教
通
り

石橋商工会

スポーツ交流館

石橋体育センター

スマイル教室

学校教育

サポートセンター
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平
成
26
年
１
月
か
ら

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三

者
交
付
に
係
る
本
人
通
知

制
度
を
開
始
し
ま
す

3
■
制
度
の
概
要

住
民
票
の
写
し
等
を
第
三
者
に

交
付
し
た
場
合
に
事
前
に
登
録
し

た
者
に
対
し
、
そ
の
事
実
を
通
知

す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正
請
求
及

び
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利

の
侵
害
の
抑
止
及
び
防
止
を
図
る

も
の
で
す
。

こ
の
制
度
の
利
用
は
、
希
望
者

に
限
る
た
め
、
事
前
に
登
録
が
必

要
で
す
。

■
登
録
で
き
る
人

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
（
住
民
基
本
台
帳

か
ら
除
か
れ
た
人
を
含
む
。）

・
本
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
（
戸
籍
か
ら
除
か
れ
た
人
を

含
む
。）

■
登
録
手
続
き

こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る

方
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
持
参
の
う
え

市
民
課
の
窓
口
（
国
分
寺
窓
口
・

石
橋
窓
口
・
南
河
内
窓
口
）
で
登

録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
平
成
27
年
度
を
初
年

度
と
す
る
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
策
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

地
域
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
及
び
方
法

本
市
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

の
方
を
無
作
為
に
１
，０
０
０
名

抽
出
し
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

回
答
内
容
を
も
と
に
生
活
上
の

留
意
点
な
ど
を
示
す
ア
ド
バ
イ
ス

票
を
お
返
し
ま
す
の
で
記
名
式
の

調
査
と
な
り
ま
す
。

■
調
査
時
期

12
月
上
旬
頃
、
調
査
票
を
郵
送

し
ま
す
。

■
調
査
内
容

生
活
状
況
、
日
常
生
活
、
健
康
、

社
会
参
加
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
５

下
野
市
地
産
地
消
応
援

団
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
下
野
市
地
産
地
消
応
援
団
」

と
は
、
下
野
市
で
生
産
さ
れ
た
農

畜
産
物
や
加
工
品
を
積
極
的
に
販

売
・
提
供
し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

現
在
47
事
業
所
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
応
援

団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
ひ
と
が
応
援
団
に
な
れ
る

の
？下

野
市
産
農
畜
産
物
を
販
売
・

提
供
す
る
店
舗
や
給
食
を
提
供
し

た
り
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

所
や
個
人
の
方
で
す
。

①
店
舗
等　

食
料
品
店
、
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
、
食
品
加
工
業
な
ど

②
地
産
地
消
関
連
団
体　

農
産
物

直
売
所
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、
干

瓢
商
店
な
ど

③
一
般
事
業
所　

企
業
、
学
校
、

公
共
施
設
、
観
光
施
設
な
ど

④
医
療
・
福
祉
施
設
等　

病
院
、社

会
福
祉
施
設
、児
童
福
祉
施
設
な
ど

⑤
そ
の
他　

工
芸
品
（
ワ
ラ
細
工
、

ふ
く
べ
細
工
な
ど
）
の
製
作
な
ど

■
経
費　

無
料

■
平
成
25
年
度
第
２
期
募
集
締
め

切
り１

月
31
日

（
年
３
回
、
募
集
を
行
い
ま
す
）

■
認
定
期
間

辞
退
の
申
し
出
を
す
る
ま
で
継

続
し
ま
す
。

■
申
込
用
紙

農
政
課（
南
河
内
図
書
館
2
階
）

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｑ
： 

応
援
団
に
な
っ
て
、
ど
ん

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

Ａ
： 

認
定
証
と
Ｐ
Ｒ
資
材
を
お

渡
し
し
ま
す
。

皆
様
の
取
組
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
広
報
紙
や
報
道
機
関
で
紹

介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

事
務
局
（
農
政
課
）

☎（
48
）２
１
４
３

地
元
の
食
材
を
加
工
し
て

販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

南
河
内
農
産
物
加
工
組
合
で

は
、
地
元
食
材
を
利
用
し
た
加
工

品
の
販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
参
加
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
食
品
加
工
に
興
味
の
あ
る
方
、

少
し
の
時
間
働
き
た
い
と
い
う
方
、

交
流
の
輪
を
広
げ
た
い
方
な
ど
、

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
採
用
要
件

•
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の

方
（
配
達
業
務
が
あ
り
ま
す
）

•
年
齢
65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

•
明
る
く
、
健
康
な
方

■
問
い
合
わ
せ
先

•
南
河
内
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

☎（
48
）2
5
1
1

（
代
表　

横
島　

真
澄
）

・
農
政
課
☎（
48
）2
1
4
3



Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
30

確
定
申
告
用
の「
障
が
い

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

「
お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
証
明
書
」の

お
知
ら
せ

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方

で
、
申
請
に
よ
り
障
が
い
者
に
準

ず
る
者
と
し
て
認
定
を
さ
れ
た
方

に
は
「
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
が
交
付
さ
れ
、
確
定
申
告

時
に
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

○
要
介
護
認
定
者
で
65
歳
以
上
の

方○
認
知
症
ま
た
は
身
体
の
障
が
い

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た

す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎

通
の
困
難
さ
が
見
ら
れ
、
介
護
を

必
要
と
す
る
方

○
身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症
認

定
書
を
所
持
し
て
い
な
い
方

お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控

除
証
明
書

確
定
申
告
時
に
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年

目
以
降
で
要
介
護
（
要
支
援
）
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
に
代
わ
る
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
の

交
付
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る
こ

と
。

○
市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
要

護
（
要
支
援
）
の
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と
。

○
寝
た
き
り
状
態
等
に
あ
る
こ
と
。

○
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
か
を

確
認
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
に
は
数
日
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
５

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

4

自
治
医
大
駅
西
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た

自
治
医
大
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
3

月
に
東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た

び
西
口
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完

成
し
、
12
月
３
日
、
正
午
よ
り
使

用
を
開
始
し
ま
す
。

本
事
業
は
、
平
成
19
年
2
月
に

策
定
し
た
「
下
野
市
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
特
定
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
西
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完

成
に
よ
り
、
市
内
J
R
３
駅
す

べ
て
の
東
西
口
及
び
駅
構
内
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）2
1
1
4

市
道
１
―
７
号
線
・
県
道
下
野

壬
生
線
の
開
通
の
お
知
ら
せ

市
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た

自
治
医
科
大
学
病
院
の
北
側
を
東

西
に
走
行
す
る
幹
線
道
路
で
、
国

道
４
号
祇
園
原
交
差
点
か
ら
延
伸

さ
せ
た
市
道
１

７
号
線
と
、
県

で
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
国
道

４
号
と
並
行
し
て
走
行
す
る
県
道

下
野
壬
生
線
（
笹
原
工
区
）
が
同

時
に
完
成
し
、
12
月
21
日
㈯
に
開

通
と
な
り
ま
す
。

開
通
式
及
び
通
行
可
能
な
一
般

開
放
の
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
開
通
式

12
月
21
日
㈯

午
前
10
時

開
通
記
念
式
典
及
び
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
等
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

市
道
と
県
道
の
交
差
点
付
近

（
国
道
４
号
祇
園
原
交
差
点
西
側

で
す
。）

■
一
般
開
放

　

同
日　

午
後
２
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
☎（
48
）２
１
１
３

国道 352 号

県道下野壬生線

姿
川

国
道
４
号

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅

雷橋

石
橋
消
防
署

自
治
医
科
大
学

県
道
下
野
壬
生
線（
笹
原
工
区
）

市
道
１―

７
号
線

式典会場

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ



Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
31

国
民
健
康
保
険 

人
間
ド
ッ

ク
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク
申
し
込
み
は
、
12
月
27
日

㈮
が
締
め
切
り
で
す
。

受
診
は
平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

ま
で
可
能
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
12
月
28
日
㈯
以
降
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
の
補
助
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
へ 

「
負
担
限
度
額

認
定
申
請
」の
お
知
ら
せ

世
帯
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

り
本
人
の
市
民
税
も
非
課
税
の
方

は
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

申
請
に
よ
り
、利
用
料
（
居
住
費
・

食
費
）
の
自
己
負
担
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
老
人

福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
も
呼
び
ま
す
）・
介
護
老
人

保
健
施
設（
老
人
保
健
施
設
）・
介

護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床

等
）
へ
の
入
所
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
で
す
。

申
請
の
月
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
５

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
方
に

各
種
貸
付
の
ご
案
内

高
校
・
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必

要
な
資
金
の
貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

•
就
学
支
度
資
金

（
入
学
時
に
必
要
な
資
金
）

•
修
学
資
金

（
授
業
料
、
書
籍
代
等
）

•
就
職
支
度
資
金

（
就
職
に
必
要
な
被
服
等
の
購

入
資
金
）

※
た
だ
し
、
育
英
資
金
、
そ
の
他

の
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
他
に
、
技
能
習
得
資
金
、
修

業
資
金
、
生
活
資
金
、
結
婚
資
金
、

医
療
介
護
資
金
、
住
宅
資
金
等
の

貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
児
童
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
４

中
小
企
業
季
節
資
金（
年
末

資
金
）融
資
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
の
皆
様
に
年
末
の
運

転
資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
融
資
対
象
者

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
及
び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

■
資
金
の
使
い
み
ち

商
品
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支

払
い
な
ど
の
季
節
的
な
運
転
資
金

■
融
資
額

企
業　

１
千
万
円
以
内

団
体　
　

１
億
円
以
内

■
融
資
利
率

年
２
．０
％
以
内

た
だ
し
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
付
す
る
場
合
は
、

年
１
．５
％
以
内

（
責
任
共
有
制
度
対
象
外
）

年
１
．７
％
以
内

（
責
任
共
有
制
度
対
象
）

■
融
資
期
間

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

■
申
し
込
み
先

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
の
営
業
店

■
申
し
込
み
期
間

12
月
30
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

栃
木
県
経
営
支
援
課

　
（
☎
０
２
８

６
２
３

３
１
８
１
）

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学

校
説
明
会
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
入
学
生
募
集
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

第
１
回　

12
月
４
日
㈬

第
２
回　

１
月
29
日
㈬

　

午
後
２
時
〜　

受
付

　

午
後
２
時
20
分
〜

　
　

校
舎
見
学

　

午
後
３
時
10
分
〜

　
　

学
校
概
要
・
入
試
説
明

　

午
後
４
時
20
分
〜

　
　

個
別
懇
談
（
希
望
者
）

■
場
所

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

栃
木
市
沼
和
田
町
２

２

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

本
校
入
学
・
転
入
学
・
編
入
学

希
望
者
、
保
護
者
等

■
申
し
込
み
方
法

各
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
電
話
で
学
校
へ
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
入
学
者
募
集
定
員

定
時
制
課
程
Ⅰ
部（
午
前
の
部
）

　

普
通
科
80
名

定
時
制
課
程
Ⅱ
部（
午
後
の
部
）

　

普
通
科
80
名

定
時
制
課
程
Ⅲ
部（
夜
間
の
部
）

　

普
通
科
40
名
、
商
業
科
40
名

通
信
制
課
程

　

総
定
員
4
5
0
名

■
転
入
学
・
編
入
学
定
員

定
時
制
課
程　

60
名

（
普
通
科
・
商
業
科
）

通
信
制
課
程

　

総
定
員
の
範
囲
内

※
中
学
生
と
転
入
希
望
者
は
、
現

在
籍
校
に
連
絡
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
質
問
の
あ
る
方
は
左
記
の

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

※
入
学
者
募
集
定
員
は
見
込
み
で

す
。
今
後
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

☎
0
2
8
2（
20
）7
0
7
3

0
2
8
2（
24
）9
2
9
9

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ



Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
32

平
成
26
年
度
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
入
札
参
加
者
資
格

審
査
の
追
加
申
請
に
つ
い
て

（
物
品
購
入
等
・
建
設
工
事
・

建
設
関
連
業
務
委
託
）

■
受
付
期
間

12
月
9
日
㈪
〜
27
日
㈮（
必
着
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
方
法

郵
送
（
郵
便
書
留
）（
持
参
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

※
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内

市
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及
び
営

業
所
を
有
す
る
方
は
持
参
に
よ
る

提
出
も
で
き
ま
す
。

■
提
出
先

〒
3
2
3

0
0
4
3

栃
木
県
小
山
市
大
字
塩
沢
６
０

４
番
地

　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

　

管
理
係
宛

■
申
請
書
類
及
び
申
請
要
綱
の
入

手
方
法

　

申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
総
務
課
窓
口
（
無
料
）

ま
た
は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.oyam

a.tochigi.jp/
kouiki/

）
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務

課
管
理
係
☎（
22
）3
2
2
8

「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」で
、チ
ャ

レ
ン
ジ
販
売
制
度
を
実
施
し
ま
す

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
販
売
制
度
と
は
栃

木
県
内
の
事
業
者
様
か
ら
募
集
し

た
県
産
品
を
、
栃
木
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ

プ
（
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
内
）」
で
、
３
か
月
間
販
売
し
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
情
報
（
売
上

デ
ー
タ
や
お
客
様
の
声
）
を
出
品

事
業
者
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
に
よ
り
、
首
都
圏
に
お
け

る
販
売
し
や
す
い
商
品
づ
く
り
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
販
売
期
間

販
売
期
間
は
原
則
３
か
月
と
し

ま
す
。
本
採
用
商
品
へ
の
切
り
替

え
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
商
品
の

売
上
状
況
及
び
お
客
様
の
声
を
踏

ま
え
、
栃
木
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
事
務
局
商
品
審
査
会
で
協
議
し

決
定
し
ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
内
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
販

売
を
行
な
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
と
販
売
期
間

12
月
1
日
〜
平
成
26
年
2
月
28

日
ま
で
の
お
申
し
込
み

選
定
後
の
販
売
期
間
：
平
成
26

年
4
月
1
日
〜
6
月
30
日
。

以
降
、
同
様
の
タ
ー
ン
に
て
取

扱
い
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ

Ｈ
Ｐ（

http://www.tochim
aru-

shop.com/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
観
光
交
流
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
3
0
7

普
通
救
命

（
定
期
）講
習
会

■
日
時

12
月
21
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

■
内
容

①
救
命
手
当
て
の
必
要
性

②
心
肺
蘇
生
法
（
実
技
）

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等

④
そ
の
他

■
定
員　

30
名
（
参
加
無
料
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
救
助
係

☎（
53
）６
１
６
７

県
制
度
融
資（
為
替
変
動
緊

急
対
策
資
金
）の
ご
案
内

急
激
な
為
替
変
動
等
に
よ
り
原

材
料
の
値
上
が
り
に
お
困
り
の
事

業
者
の
方
へ
為
替
変
動
緊
急
対
策

資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
融
資
対
象
者

県
内
で
事
業
実
績
を
1
年
以
上

有
す
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
中
小

企
業
団
体
で
次
の
⑴
、
⑵
い
ず
れ

か
を
満
た
す
方
。

⑴
為
替
相
場
の
急
激
な
変
動
に
よ

り
、
最
近
の
3
か
月
間
ま
た
は
6

か
月
間
の
売
上
高
が
前
年
同
期
ま

た
は
2
年
前
同
期
に
比
較
し
て
、

3
％
以
上
減
少
し
て
い
る
も
の
。

⑵
為
替
相
場
の
急
激
な
変
動
等
に

よ
り
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
も
の
。

　

 

①
主
要
原
材
料
の
最
近
1
か
月

間
の
仕
入
価
格
（
単
価
）
が
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
10
％
以

上
上
昇
し
て
い
る
こ
と
。

　

 

②
物
の
販
売
、
ま
た
は
役
務
の

提
供
の
価
格
の
引
上
げ
が
著
し

く
困
難
で
あ
り
、
最
近
3
か
月

間
ま
た
は
6
か
月
間
の
売
上
高

に
占
め
る
主
要
原
材
料
の
仕
入

価
格
の
割
合
が
、
前
年
同
期
ま

た
は
2
年
前
同
期
の
売
上
高
に

占
め
る
主
要
原
材
料
の
仕
入
れ

入
価
格
の
割
合
を
上
回
っ
て
い

る
こ
と
。（
主
要
原
材
料
と
は

原
油
、
石
油
製
品
そ
の
他
原
材

料
で
、
製
品
の
製
造
若
し
く
は

加
工
ま
た
は
役
務
の
提
供
に
係

る
売
上
原
価
の
う
ち
10
％
以
上

を
占
め
る
も
の
。）

■
資
金
使
途　

運
転
・
設
備
資
金

■
融
資
限
度
額　

3
千
万
円

■
期
間　

10
年
以
内

（
据
置
1
年
以
内
。
た
だ
し
建

物
の
場
合
2
年
以
内
）

■
金
利

保
証
付
責
任
共
有
制
度
対
象
外

1
．4
％
以
内

保
証
付
責
任
共
有
制
度
対
象

1
．6
％
以
内

（
別
途
保
証
料
が
必
要
で
す
。）

■
担
保
・
保
証
人

取
扱
金
融
機
関
（
銀
行
、
信
用

金
庫
、
信
用
組
合
、
商
工
中
金
の

県
内
営
業
店
）
及
び
信
用
保
証
協

会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

•
県
内
各
金
融
機
関

・
栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部
経
営

支
援
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１
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し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化

祭
囲
碁
・
将
棋
大
会
結
果

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
の

一
環
で
第
１
回
下
野
市
市
長
杯
囲

碁
大
会
及
び
将
棋
大
会
が
国
分
寺

公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。囲

碁
大
会
の
開
会
式
で
は
、
12

月
4
日
か
ら
倉
敷
市
で
開
か
れ
る

「
第
3
回
く
ら
し
き
吉
備
真
備
杯

こ
ど
も
棋
聖
戦
全
国
大
会
」
に
栃

木
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
た
国
分
寺
小
3
年
生
の
大

野
晃
世
く
ん
と
国
分
寺
東
小
4
年

生
の
田
口
昂
征
く
ん
が
市
長
か
ら

激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
日
頃
か
ら
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
競
い
合
い
ま
し

た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

■
囲
碁
大
会
結
果
（
11
月
2
日
開
催
）

●
最
強
戦

優　

勝　

鳥
潟　

隆
悦

２　

位　

日
向
野　

薫

３　

位　

山
縣　

恒
雄

●
A
ク
ラ
ス

優　

勝　

佐
藤　

義
章

２　

位　

野
沢　

誠

３　

位　

大
島　

宏

●
B
ク
ラ
ス

優　

勝　

大
森　

清
美

２　

位　

山
口　

幸
男

３　

位　

舘
野　

政
良

３　

位　

七
木
田　

正
志

●
C
ク
ラ
ス

優　

勝　

鈴
木
良
治

２　

位　

生
沼　

忠
夫

３　

位　

大
久
保　

幸
男

３　

位　

増
渕　

由
二

●
D
ク
ラ
ス

優　

勝　

高
橋　

保

２　

位　

竹
内　

弘
次

３　

位　

飯
田　

七
七
三

３　

位　

加
藤　

潤
二

●
E
ク
ラ
ス

優　

勝　

荒
井　

保

２　

位　

大
野　

晃
世

３　

位　

山
崎　

新
一

３　

位　

手
塚　

大
貴

■
将
棋
大
会
結
果
（
11
月
3
日
開
催
）

●
A
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

栃
木　

昇

準
優
勝　

千
賀　

章
久

●
B
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

加
藤　

詳
司

準
優
勝　

山
野
上　

俊
幸

●
C
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

沖
田　

卓
三

準
優
勝　

土
屋　

寛

●
D
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

吉
村　

藤
蔵

準
優
勝　

橋
本　

律
夫

●
E
グ
ル
ー
プ

優　

勝　

網
川　

茂

準
優
勝　

倉
持　

利
男

官
民
協
働
事
業
に
よ
る

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を
発
行

下
野
市
で
は
、
平
成
24
年
4
月

に
市
の
仕
事
や
窓
口
案
内
、
施

設
の
利
用
方
法
な
ど
を
紹
介
す

る
「
下
野
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

を
発
行
し
ま
し
た
が
、
改
訂
時
期

を
迎
え
る
た
め
、
来
年
４
月
に

2
0
1
4
年
改
訂
版
を
発
行
、
5

月
頃
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

下
野
市
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

の
官
民
協
働
事
業
に
よ
り
、
市
が

行
政
情
報
を
提
供
し
、
広
告
・
出

版
会
社
の
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広

告
の
募
集
か
ら
編
集
・
印
刷
・
製

本
・
配
布
ま
で
全
て
を
行
い
ま
す
。 

制
作
費
用
は
紙
面
に
掲
載
の
事

業
所
や
団
体
の
広
告
収
入
で
賄
う

た
め
、
市
の
経
費
負
担
な
し
で
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

便
利
帳
に
掲
載
す
る
広
告
を
募

集
す
る
た
め
、
市
と
協
働
で
事
業

に
取
り
組
む
（
株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
広
告
募
集
に
市
内
事
業
所
や

店
舗
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合

は
、
直
接
同
社
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
小
山
支
店

☎
0
2
8
5（
21
）3
4
3
4

○
総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

2012年版のくらしの便利帳

栃木県代表として出場することに
なった大野くん（右）と田口くん（左）
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工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

○
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
12
月
31
日
時
点

で
実
施
し
ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の

重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

募　

集
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

5
■
募
集
期
間

12
月
２
日
か
ら
随
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
し
込
み
順
に
入
居
の
可
否
を

選
考
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
.

午
後
5
時
15
分

■
募
集
住
宅

下
野
市
小
金
井
2
丁
目
1

1

　

Ｂ
棟

1（
3
Ｄ
Ｋ　

１
戸
）

■
入
居
資
格

・
原
則
と
し
て
、
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
。

（
た
だ
し
、
老
人
・
障
が
い
者
の

方
等
は
単
身
入
居
可
）

・
月
額
所
得
が
基
準
額
以
内
で
あ

る
こ
と
。（
一
般
世
帯
：
15
万
8
千

円
・
障
が
い
者
等
の
世
帯
：
21
万

4
千
円
）

•
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と
。

・
原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
ま
た
は
、
勤
務
場
所
を

3
年
以
上
有
す
る
方
。

•
市
税
及
び
市
の
収
納
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
。

•
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
独
立

の
生
計
を
営
み
、
申
込
者
と
同
等

以
上
の
収
入
を
有
す
る
連
帯
保
証

人
を
立
て
ら
れ
る
方
。

•
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
、
も
し

く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
書
類

•
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

•
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

•
収
入
の
あ
る
方
の
全
員
の
納
税

を
証
明
す
る
書
類　
　

•
収
入
の
あ
る
方
の
全
員
の
源
泉

徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書

・
そ
の
他
必
要
と
な
る
書
類

■
申
し
込
み
方
法

都
市
計
画
課
窓
口
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
メ
ー
ル
等
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。）

※
書
類
の
不
足
や
不
備
が
あ
る
場

合
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）2
1
1
4

臨
時
保
育
士
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員

若
干
名

■
賃
金
等

時
給
１
，０
５
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格

証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

（
52
）１
１
３
７

　

jidoufukushi@
city.

　
shim

otsuke.lg.jp

広告

工業統計キャラクター
コウちゃん
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お
知
ら
せ

募　
　

集

天
平
の
花
ま
つ
り

〜
１
日
出
店
者
募
集
〜

「
第
35
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

期
間
中
の
平
成
26
年
4
月
10
日
か

ら
30
日
ま
で
、
市
内
に
お
け
る
農

産
物
・
加
工
品
・
業
務
・
サ
ー
ビ

ス
・
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
出
店

し
て
み
た
い
！
と
い
う
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
出
店
方
法

⑴
期
間
中
の
5
日
以
内
の
出
店

⑵
市
観
光
協
会
の
用
意
す
る
テ
ン

ト
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
店

⑶
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
禁
止
し

ま
す

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
飲
食
物
の
提
供
を
伴
う
出
店
は

指
定
の
日
程
で
出
店
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
書
類

第
35
回
天
平
の
花
ま
つ
り

「
１
日
出
店
」
申
込
書

■
受
付
期
間

12
月
９
日
〜
１
月
10
日
（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人　

下
野
市
観
光

協
会
（
道
の
駅
し
も
つ
け
内
）

☎（
39
）６
９
０
０

天
平
の
花
ま
つ
り

出
店
者
募
集

「
第
35
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

を
平
成
26
年
3
月
20
日
か
ら
5
月

6
日
ま
で
天
平
の
丘
公
園
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
こ
の
花
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
多
く
の
皆
様
に
花

ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
出
店
日
時

・
淡
墨
桜
期
間
（
出
店
は
任
意
）

３
月
20
日
〜
31
日

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
30
分

・
花
し
ら
べ
期
間

４
月
１
日
〜
９
日
.

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

・
花
ま
つ
り
期
間

４
月
10
日
〜
30
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

・
５
月
連
休
期
間

５
月
１
日
〜
６
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
出
店
場
所

天
平
の
丘
公
園
内　

花
広
場

■
応
募
資
格
（
全
て
を
満
た
し
た

方
）

⑴
本
市
に
引
き
続
き
10
年
以
上
住

所
を
有
す
る
者
、
法
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
代
表

⑵
本
市
の
商
工
会
に
続
け
て
３
年

以
上
加
盟
し
て
い
る
者

⑶
市
税
及
び
市
に
対
す
る
公
共
料

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑷
登
記
簿
ま
た
は
定
款
の
目
的
欄

に
記
載
さ
れ
た
業
務
に
準
じ
た
出

店
で
あ
り
、
な
お
か
つ
営
業
許
可

を
有
し
て
い
る
も
の
。
個
人
事
業

に
あ
っ
て
は
営
業
許
可
を
有
し
て

い
る
も
の
。

⑸
名
義
貸
し
は
し
な
い
。
ま
た
、

出
店
者
の
家
族
（
法
人
に
お
い
て

も
代
表
者
及
び
そ
の
家
族
）
が
１

名
以
上
常
駐
す
る
こ
と
。

⑹
出
店
従
事
者
は
、出
店
申
請
書

記
載
の
代
表
者
と
使
用
人
許
可
申

請
書
記
載
の
者
で
あ
る
こ
と
。従

事
者
に
つ
い
て
は
、検
便
な
ど
必

要
な
検
査
及
び
手
続
を
行
な
う
も

の
と
し
、従
事
者
を
変
更
す
る
場

合
も
同
様
と
す
る
。

⑺
市
指
定
規
格
の
小
屋
に
よ
る
出

店
で
あ
る
こ
と
。

⑻
出
店
者
は
、花
ま
つ
り
期
間
中

の
運
営
が
効
率
的
に
進
行
で
き
る

よ
う
出
店
協
力
会
に
加
入
す
る
こ

と
。

⑼
花
ま
つ
り
の
期
間（
4
月
10
日

か
ら
5
月
6
日
）
連
続
し
て
出
店

す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
3
月
20
日
か
ら
4
月

９
日
ま
で
の
期
間
は
任
意
と
し
ま

す
。

※
条
件
を
満
た
す
出
店
希
望
者
が

25
店
舗
を
超
え
た
と
き
は
、
下
野

市
イ
ベ
ン
ト
広
場
使
用
審
査
会
が

決
定
す
る
。

■
申
込
書
類

⑴
イ
ベ
ン
ト
広
場
使
用
許
可
申
請

書・
添
付
書
類

　

 

①
上
・
下
水
道
料
金
納
入
証
明
書

　

②
納
税
証
明
書

③
店
舗
内
レ
イ
ア
ウ
ト

④
会
員
証
明
書
発
行
願
い（
兼
）

会
員
証
明
書

⑵
使
用
人
許
可
申
請
書

様
式
は
下
野
市
観
光
協
会
下
野

市
商
工
観
光
課
・
下
野
市
内
各
商

工
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た

下
野
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

12
月
９
日
〜
１
月
10
日
（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人　

下
野
市
観
光

協
会
（
道
の
駅
し
も
つ
け
内
）

　

☎（
39
）６
９
０
０
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し
て
い

る
団
体
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
記
事
掲
載
に
あ
た
っ
て

掲
載
基
準
、
掲
載
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
記
事
掲
載
依
頼
時
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
事
の
内
容
、
ス

ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
必
ず

掲
載
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０

☎（
40
）５
５
７
２

　

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

栃
木
い
の
ち
の
電
話

「
電
話
相
談
員
養
成
講

座
」受
講
生
募
集

「
栃
木
い
の
ち
の
電
話
」
は
、

悩
み
を
も
つ
人
々
の
よ
き
隣
人
と

し
て
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

■
受
講
資
格

・
年
齢
満
23
歳
以
上
63
歳
ま
で
の

方（
経
験
、性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。）

・「
い
の
ち
の
電
話
」の
会
員
と
な

り
、
会
費
（
年
３
，０
０
０
円
）
を

納
入
し
、
会
則
を
守
っ
て
い
た
だ

け
る
方

・
原
則
と
し
て
、
講
座
全
日
程
出

席
で
き
る
方

■
募
集
定
員　

40
名

■
研
修
期
間

平
成
26
年
４
月
〜
平
成
28
年
３

月
の
２
年
間

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分
（
初
年
度
は
年
37
回
程
度
、

２
年
度
は
年
22
回
程
度
）

■
研
修
費
用
（
宿
泊
費
含
む
）

・
初
年
度　

４
０
，０
０
０
円

・
２
年
度　

３
５
，０
０
０
円

※
理
由
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
返

金
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
養
成
講
座
修
了
後
、
電
話
相
談

員
と
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方

に
、
栃
木
県
よ
り
受
講
料
の
半
額

程
度
の
補
助
が
あ
る
予
定
で
す
。

■
研
修
内
容

電
話
相
談
に
必
要
な
基
礎
知
識

を
理
解
す
る
た
め
の
講
義
や
人
の

気
持
ち
を
感
じ
取
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
演
習
等
の
他
、
実
習
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
年
１
回
の
宿
泊
研
修
が

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
間

12
月
16
日
〜
２
月
14
日（
必
着
）

申
し
込
み
手
続
き
や
選
考
に
つ

い
て
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
0
2
8（
6
2
2
）7
9
7
0

南
河
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
団
員
募
集

サ
ッ
カ
ー
競
技
以
外
に
も
農
業

体
験
・
う
ど
ん
打
ち
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
（
最
近
で
は
ド
ナ
ル
ド

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ハ
ウ
ス
に
米
・
掃

除
機
や
加
湿
器
の
寄
贈
）
な
ど
を

行
い
身
体
を
鍛
え
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

精
神
を
養
い
正
し
く
強
く
視
野
の

広
い
子
供
達
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
練
習

木
曜　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

　

祇
園
小
体
育
館　

土
・
日

　

下
野
市
東
部
運
動
場

　

練
習
試
合
や
試
合
な
ど

■
対
象

園
児
〜
小
学
生

体
験
・
見
学
い
つ
で
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ
先

代
表　

大
山

☎
０
９
０（
８
６
４
７
）７
６
１
８

　

http://blogs.yahoo.co.jp/

　

dream
1988m

kfc/51569255.

　

htm
l

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
ひ
と

時
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

に
よ
る「
歌
声
」で
！

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
程

・
グ
リ
ム
の
館

12
月
19
日
㈭

・
南
河
内
公
民
館

12
月
６
日
㈮

毎
月
第
１
金
曜
日

た
だ
し
、
１
月
は
16
日
㈭
に
行

い
ま
す
。

（
新
春
福
袋
を
贈
呈
）

■
２
会
場
共
通
事
項

・
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

・
参
加
費　

５
０
０
円

（
歌
集
貸
出
・
申
し
込
み
不
要
）

•
講
師　

三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

佐
藤　

☎（
48
）１
６
６
３



Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
37

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

名　　　称 所在地 使用料 管理料（年間） ◎カロート設置
三 昧 場 墓 地 薬師寺3024番地 80,000円 2,000円 無
柴 南 霊 園 墓 地 柴77番地3 270,000円 850円 有
サ イ 川 霊 園 墓 地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有
柴 木 間 内 墓 地 柴77番地1 170,000円 850円 無

す が た 川 霊 園 墓 地 中大領688番地 320,000円 3,000円（普通）
4,000円（芝生） 有

す
が
た
川
霊
園
墓
地
の
新
規
区

画
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
供
用
開
始
に
向
け
て
新
た

に
『
芝
生
墓
地
』
約
1
3
0
区
画

が
造
成
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
募
集
に
つ
い
て
決
定
次

第
、
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
　

募
集
中

市
で
は
5
つ
の
市
営
墓
地
（
下

記
）
に
つ
い
て
、
使
用
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

■
墓
所
共
通
内
容

⑴
使
用
料
は
、
墓
所
を
使
用
で
き

る
権
利
で
、
土
地
の
所
有
権
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
管
理
料
は
、
共
用
施
設
の
除
草

等
、
墓
地
を
管
理
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。

⑶
使
用
料
及
び
管
理
料
は
、
墓
地

使
用
許
可
後
に
納
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎カロート：骨壺を収めるためのコンクリート製の設備すがた川霊園墓地（芝生墓地）

すがた川霊園墓地（普通墓地）

■下野市市営墓地

す
が
た
川
霊
園
墓
地

第
三
期
工
事
着
工
！

■
申
し
込
み
の
資
格

⑴
本
市
に
引
き
続
き
3
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方

⑵
同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許
可

を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い
方

（
他
の
市
営
墓
地
か
ら
の
改
葬
は

除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

⑴
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⑵
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し

（
本
籍
記
載
の
も
の
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
40
）5
5
5
5

広告
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

相　

談

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）、
商
業
・

法
人
登
記
関
係（
会
社
・
法
人
設
立
、

会
社
・
法
人
変
更
、
定
款
変
更
な

ど
）、
多
重
債
務
関
係
（
債
務
整

理
、
過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事

再
生
、
自
己
破
産
）、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日

12
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

監
事　

小
杉
孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（ 

21
）６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

支
部
長　

飯
島
陽
子　

　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

☎（
44
）４
９
１
７

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日
時

12
月
26
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
定
員

４
名
（
１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30

分
間
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久
☎（
53
）１
６
７
２

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

様
々
な
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
専
用
電
話

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談

　

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0（
7
7
1
）2
0
8

■
受
付
期
間

１
月
19
日
㈰
ま
で

※
12
月
28
日
㈯
〜
1
月
5
日
㈰
を

除
く

■
時
間

○
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
8
時

○
土
・
日
・
休
日
：
午
前
10
時
〜

午
後
6
時　

■
そ
の
他

○
相
談
無
料

○
匿
名
可

○
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
1
0
5

0
0
1
2

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
東
京
都
港
区
芝
大
門
2

10

12

K
D
X
芝
大
門
ビ
ル
4
階

就　

職

「
大
学
生
等
の
保
護
者
の

た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」を
開
催
し
ま
す

■
対
象
者

大
学
生
等
（
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
等
）
の
保
護
者
で
県
内
在

住
の
方

■
日
時

12
月
13
日
㈮

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

■
場
所

栃
木
県
庁　

東
館
4
階
講
堂

宇
都
宮
市
塙
田
1
‐
1
‐
20

■
申
し
込
み
方
法

電
話
に
て
参
加
予
約
を
受
付
け

ま
す
。（
先
着
1
0
0
名
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部

労
働
政
策
課
雇
用
対
策
担
当

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

県
南
産
業
技
術
専
門
校

「
技
能
講
習
会
」の
開
催

■
研
削
砥
石
の
取
り
換
え
業
務
特

別
教
育

・
定
員　

10
名

・
実
施
期
間

12
月
３
日
㈫
〜
４
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

•
受
講
料　

３
，４
３
０
円

■
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接

・
定
員　

10
名

•
実
施
期
間

12
月
11
日
㈬
〜
12
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

•
受
講
料　

４
，８
２
０
円

※
受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

お
詫
び
と
訂
正

　

11
月
号
39
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
東
田
橋
架
け
替
え
工
事
迂

回
路
案
内
図
」
に
お
い
て
、
石

橋
中
学
校
の
位
置
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
道
路
西

側
と
な
り
ま
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

※
正
し
い
案
内
図
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
☎（
48
）２
１
１
３
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参男
画女
社共
会同

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月

に
発
表
し
た
世
界
各
国
の
男
女
格

差
を
測
る
指
標
に
よ
る
と
、
日
本

は
1
0
5
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

指
数
が
1
に
近
い
ほ
ど
男
女
が

平
等
で
あ
る
こ
と
を
示
す
数
値
で

す
が
、
日
本
は
先
進
国
で
最
低
水

準
が
続
い
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命

な
ど
の
健
康
分
野
や
教
育
分
野
の

レ
ベ
ル
は
高
い
の
で
す
が
、
女
性

国
会
議
員
の
比
率
が
下
が
っ
た
こ

と
や
、
企
業
幹
部
の
女
性
の
割
合

が
1
割
に
留
ま
っ
て
い
る
な
ど
、

政
治
や
経
済
の
分
野
で
の
男
女
差

が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
23
年
に
行
っ
た
下
野
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
市
民
意
識
調

査
に
よ
る
と
、
職
場
の
幹
部
職
員

へ
の
採
用
に
つ
い
て
「
平
等
に
な

っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
は
29
・
1

%
い
ま
し
た
が
、「
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
も

34
・
8
%
に
上
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
男
女
差
を
縮
め
る
た

め
に
は
、
個
人
や
職
場
全
体
で
共

通
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
少
し

ず
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

恋
人
が
、「
好
き
だ
か
ら
」「
心

配
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、
あ
な
た

の
携
帯
電
話
の
履
歴
を
い
つ
も
チ

ェ
ッ
ク
し
た
り
一
日
に
何
度
も
居

場
所
を
確
認
す
る
メ
ー
ル
や
電
話

を
し
た
り
し
て
、
友
人
関
係
を
制

限
す
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん

か
？嫌

が
っ
て
い
る
の
に
体
を
触
っ

た
り
避
妊
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
、

気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
不

機
嫌
に
な
っ
た
り
!

で
も
、
恋
人
を
失
う
と
寂
し
い
、

相
手
を
支
え
ら
れ
る
の
は
私
だ
け

…
。

☆
嫌
な
こ
と
は
N
O
と
言
お
う

•
N
O
っ
て
言
わ
れ
て
も
傷
つ
く

必
要
は
な
い
よ

•
N
O
って
言
って
も
相
手
の
全
て

を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ

　

お
互
い
の
N
O
も
Y
E
S
も
両

方
大
事
に
で
き
る
こ
と
が
、
対
等

で
良
い
交
際
関
係
で
す
ね
。

　

恋
人
な
ど
親
密
な
間
柄
で
行
わ

れ
る
暴
力
を
デ
ー
ト
D
V
と
い
い

ま
す
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

台
風
、
暴
風
、
ひ
ょ
う
、
雪
災

な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損

害
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
加

入
し
て
い
る
火
災
保
険
等
で
保
障

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、「
保
険
金
が
使
え
る
」

と
勧
誘
す
る
修
理
業
者
と
の
あ
い

だ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
勧
誘
に
つ
い
て
は
、

必
ず
契
約
前
に
損
害
保
険
会
社
、

損
害
保
険
代
理
店
へ
ご
相
談
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

土
蔵
造
り
の
古
民
家
が
あ
る
小

金
井
地
区
は
、
日
光
街
道
15
番
目

の
宿
場
で
、
家
数
は
1
2
6
軒
、

本
陣
、
脇
本
陣
、
旅
籠
等
の
宿
は

40
数
軒
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
米
造
り
も
盛
ん
で
、
江

戸
へ
の
搬
出
は
半
田
河
岸
の
河
川

港
を
利
用
し
ま
し
た
。
ま
た
農
家

が
旅
籠
、
茶
屋
を
営
む
者
も
い
た

よ
う
で
す
。

野
菜
造
り
、
五
穀
栽
培
の
ほ
か
、

男
は
往
還
稼
ぎ
や
草
履
造
り
、
女

は
木
綿
織
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
は
国
道
４
号
と
ほ
ぼ
重
な

っ
て
お
り
、
一
里
塚
は
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
軍
家
の
休
憩
所
と
な
っ
た
慈

眼
寺
は
、
新
田
義
兼
が
一
族
の
祈

願
所
と
し
て
建
立
し
ま
し
た
。
日

光
・
奥
州
街
道
の
第
15
宿
と
な
る

石
橋
宿
。
宿
名
は
池
上
明
神
前
に

架
け
ら
れ
て
い
た
石
橋
に
由
来
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
陣
・
脇
本
陣
・
問
屋
・
名
主

の
宿
役
人
は
い
ず
れ
も
伊
沢
家
が

務
め
、
現
在
も
伊
澤
茶
舗
や
伊
沢

写
真
館
等
、
伊
沢
姓
の
家
が
多
い

で
す
。　

伊
沢
家
は
宇
都
宮
氏
一
族
の
多

功
城
主
多
功
氏
に
仕
え
る
家
柄
で

し
た
が
、
戦
国
時
代
末
期
に
宇
都

宮
氏
が
没
落
す
る
と
石
橋
の
地
に

土
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
保
14
年（
１
８
４
３
年
）当
時

の
記
録
に
よ
る
と
、
石
橋
宿
は
町

並
み
南
北
５
町
28
間
（
約
５
９
６

ｍ
）、
人
口
４
１
４
人
、
家
数
79
軒
、

本
陣
１
、
脇
本
陣
１
、
旅
籠
30
軒

と
い
う
宿
場
規
模
で
、
北
条
雄
之

助
代
官
所
の
支
配
下
に
あ
る
幕
府

領
で
し
た
。
宿
名
は
明
治
期
か
ら

近
年
に
至
る
ま
で
石
橋
町
と
な
っ

て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

 

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ほ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

「
保
険
金
が
使
え
る
」と
い

う
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

デ
ー
ト
D
V

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

　

日
本
は
世
界
第
1
0
5
位
！
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年末年始のお知らせ

年末年始の
市役所業務等のご案内

年末年始の
ごみ収集について

年末年始の
水道当番について

■主な施設等について
道の駅しもつけ １月１日㈬～1月3日㈮
きらら館 12月27日㈮～1月3日㈮
ゆうゆう館 12月27日㈮～1月1日㈬
ふれあい館 12月29日㈰～1月3日㈮
児　童　館 12月29日㈰～1月3日㈮
公　民　館 12月29日㈰～1月3日㈮
南河内図書館 12月29日㈰～1月4日㈯
石橋・国分寺図書館 12月30日㈪～1月3日㈮
生涯学習情報センター 12月29日㈰～1月3日㈮
スポーツ施設 12月29日㈰～1月3日㈮
グリムの館 12月28日㈯～1月4日㈯
下野薬師寺歴史館 12月28日㈯～1月4日㈯
テーマ館 12月28日㈯～1月5日㈰
オアシスポッポ館 12月28日㈯～1月4日㈯
駐　輪　場 1月1日㈬
農村環境改善センター 12月28日㈯～1月3日㈮
消費生活センター 12月28日㈯～1月5日㈰
シルバー人材センター 12月28日㈯～1月5日㈰
社会福祉協議会 12月28日㈯～1月5日㈰

年末年始の市役所等の業務は、以下のとおり閉庁
（お休み）となりますのでご不便をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。

■市役所 
　12月28日㈯～1月5日㈰
■戸籍届出について
上記期間中でも、死亡届、出生届、婚姻届などの

戸籍届書は以下の施設で受付します（届書の内容に
よっては、平日再度、ご来庁いただく場合がござい
ますが、ご了承願います）。
　・午前８時30分～午後５時　国分寺庁舎
　・その他の時間帯　石橋消防署（死亡届は除く）
■自動交付機について
※自動交付機（住民票・印鑑登録証明書・所得証明
書）はご利用いただけます（ご利用には「下野市民
カード」、「南河内町民カード」または「住民基本台
帳カード（利用登録済みのもの）」が必要です）。
　・午前８時30 分～午後５時　国分寺庁舎
　（なお、コンビニ交付は12月29日㈰～1月3日㈮の期
間中ご利用いただけませんので、ご注意ください。）

ごみステーションの収集はごみ量が増えるため、遅くなることがあります。
また、直接搬入は下記のとおり可能ですが、特に年末は混雑状況により、

１～２時間程度お待ちいただくことがありますので、行政カレンダーをご確
認のうえ、早めにごみステーションに出されるようお願いします。

直
接
搬
入

中央清掃センター 北部清掃センター（生ごみ） クリーンパーク茂原

☎24－3194
年末は12月30日㈪まで
年始は１月６日㈪から
午前８時30分～ 11時30分
午後１時～４時30分

☎44－2226
年末は12月28日㈯まで
年始は１月６日㈪から
午前８時30分～ 11時30分
午後１時～４時30分

☎028－654－0018
年末は12月31日㈫まで
年始は１月４日㈯から
午前８時30分～正午
午後１時～４時30分

日 曜日 当　　番　　店
28日 土 ㈲秋山建設 ☎48-5572 ㈲マルキ設備農機具 ☎44-2377
29日 日 舘野興業㈱ ☎48-1802 ㈲小金井電気商会 ☎44-0157
30日 月 ㈱小林工業 ☎53-0633 ㈲元木電機 ☎44-7938
31日 火 コウエイ工業㈱ ☎53-1883 ㈲佐藤電気 ☎44-1250
1日 水 ㈲大　　垣 ☎53-0871 ㈱須藤工業 ☎48-1376
2日 木 ㈱スガマタ ☎53-2580 ㈲藤沼建設 ☎48-1398
3日 金 ㈱柳田商会 ☎56-2162 吉栄工業㈱ ☎44-1309
4日 土 日神工業㈱ ☎48-2461 ㈱竹葉建設 ☎44-7688
5日 日 ㈲神田設備 ☎53-2885 葭葉設備工業㈱ ☎48-0845

年末年始（平成25年12月28日
～平成26年１月５日）の漏水等
水道に関する修理のお問い合わ
せは、右記の日程により各当番
店へご連絡ください。
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年末年始のお知らせ

■救急告示医療機関当番
42ページの一次救急医療機関情報

でご確認ください。
■インターネットで検索できます
夜間・休日の当番医を県内各地域

ごとに検索できる栃木県のサービス
です。
▼休日・夜間当番医案内
　（とちぎ医療情報ネット）
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

ap/qq/sho/pwtobansr01.aspx

■小山地区夜間休日急患センター
　小山市若木町1-1-5
　小山市民病院内
　１階外来北西部　
　☎23－6832

■休日急患歯科診療所
　小山市中央町2-2-21
　小山市保健福祉センター内
　１階
　☎23－6854

年末年始に病気やけが等で困ったときは、小山地区夜間休日急患
センター等をご利用ください。※保険証をご持参ください。

診療時間
小山地区　　　　　　
夜間休日急患センター 休日急患歯科診療所

12月28日㈯～
12月30日㈪　 午後７時～ 10時 休業

12月31日㈫～
１月３日㈮　 午前10時～午後９時 午前10時～正午

午後１時～４時
１月４日㈯　 午後７時～ 10時 休業

■飲酒運転は絶対に「しない！」「させない！」 
　強い意志で飲酒運転を根絶しよう

年末年始は忘年会や新年会などでお酒を飲む機会
が多くなる時期です。飲酒運転は重大事故に直結す
る悪質・危険な犯罪です。一人一人が飲酒運転を絶
対に「しない！」「させない！」という強い意志を
もって、飲酒運転を根絶しましょう。

■飲酒運転に対する行政処分が大幅に強化

飲酒運転を根絶するため、平成21年6月1日に施行
された改正道路交通法等により、飲酒運転に対する
行政処分が大幅に強化されました。
酒酔い運転等の悪質・危険な違反行為をして、免

許取消しになってから再度の免許を受けることがで
きない欠格期間の上限は、５年から10年に引き上げ
られました。酒酔い運転をして死亡事故を引き起こ
した場合は欠格期間が７年、さらに、ひき逃げをし
た場合は欠格期間が10年となります。

また、飲酒運転に対する違反点数も引き上げられ、
酒酔い運転をした場合は「35点」で初回で免許取消
し（欠格期間３年）となります。酒気帯び運転の
場合は、呼気1リットル当たりのアルコール濃度が
0.15ミリグラム以上0.25ミリグラム未満では、違反
点数が「13点」で90日間の免許停止。呼気1リット
ル当たりのアルコール濃度が0.25ミリグラム以上で
は違反点数が「25点」で初回で免許取消し（欠格期
間２年）となります。（いずれも前歴やその他累積
点数がない場合）

■運転者はもちろん、その周りの人にも厳しい 
刑罰が科せられます

飲酒運転をした場合には、運転者本人はもちろん、
その車両に同乗した人や車両を提供した人、お酒を
提供した人にも、厳しい刑罰が科せられます。
酒酔い運転の場合、車両の提供者には「５年以下
の懲役または100万円以下の罰金」が科せられます。
また、酒類を提供した人や車両の同乗者にも「３年以
下の懲役または50万円以下の罰金」が科せられます。

酒酔い運転・酒気帯び運転に対する罰則
酒酔い運転 酒気帯び運転

運転者本人
５年以下の懲役
または 100 万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

車両の提供者
５年以下の懲役
または 100 万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

酒類の提供者・
車両の同乗者

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

２年以下の懲役
または30万円以
下の罰金

年末年始の
急患について

年末年始の
交通安全

　年末の交通安全
県民総ぐるみ運動　

・期　間　12月11日㈬～31日㈫の21日間
・スローガン
　「マナーアップ！あなたが主役です」
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ 5 6 7
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
8 9 10 11 12 13 14
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
15 16 17 18 19 20 21
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
22 23 24 25 26 27 28
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
29 30 31
①⑤ ②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日・年末（ の部分）
　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

10日(火) 旧石橋町建設課車庫（石橋841-3）
17日(火) 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日(水) ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　3・10・17日、1月7日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　24日㈫
法律相談　1月9日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　2・9・16日､ 1月6日

（いずれも月曜日）
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　6・13・20日、1月10日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　27㈮
法律相談　27日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

12
月
天平公園 下野市勤労者協議会

花広場 下町たのしみ会

1
月
天平公園 柴北クラブ

花広場 むつみ会
■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　12月25日（水）
市県民税（普通徴収） 第4期
国民健康保険税（普通徴収） 第6期
介護保険料（普通徴収） 第6期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第6期
■納期　1月6日（月）
国民年金保険料 11月分

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

12⽉
December
師⾛
しわす

（ ）

くらしの情報

日時 14(土)
場所 南河内児童館
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市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況
や、それがどのように使われているか、また、市の財産や
借入金の状況がどのようになっているかを年2回に分けて公
表しています。

4
5
人事行政の運営等の状況
市子ども・子育て支援事業計画の策定を
スタート！

6 まちの話題

10

11

６万市民の生命と財産を守ります
下野市消防団通常点検
下野市消防団員募集

12
13

国民年金だより
市町村税徴収強化月間
市税の納め忘れはありませんか？

14

16 Let’s SPORTS

17

20

保健便り

22 平成25年度下野市理科研究審査結果をお知らせします

23
24
25

新・下野市風土記
図書館Library Information
読書人

26
40
くらしの情報
年末年始のお知らせ

44 国際交流員ザブリーナ・リンのコラム

今月
の

表紙

今月の何の日

12
月
３
日

カ
レ
ン
ダ
ー
の
日

　
「
年
末
の
ご
あ
い
さ
つ
に
来
ま
し
た
。」

　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
、
明
治
時
代

に
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で
「
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
太
陰

太
陽
歴
（
旧
暦
）
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
の
新
政
府
発
足
後
、
諸
外
国
と
の
交

流
が
盛
ん
に
な
る
と
、
太
陽
暦
（
グ
レ
ゴ

リ
オ
暦
）
を
採
用
し
て
い
る
諸
外
国
と
の

国
交
に
不
便
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
明
治
政
府
は
太
陽
暦
の
採
用
を

決
断
。
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
12
月
３

日
を
明
治
６
年
１
月
１
日
と
し
、
こ
の
日

か
ら
現
在
の
太
陽
暦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
中
ご
ろ
に
は
一
枚
刷
り
の
引

札
略
歴
（
１
年
の
主
要
な
節
目
を
ま
と
め

て
日
付
を
列
記
し
た
も
の
）
が
流
行
し
、

明
治
36
年
ご
ろ
に
大
阪
で
日
め
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
が
製
造
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
旧
暦

が
併
記
さ
れ
、
銀
行
や
商
店
が
Ｐ
Ｒ
用
に

配
布
し
ま
し
た
。
現
在
の
月
め
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
が
出
始
め
た
の
は
、
昭
和
20
年
以

降
で
す
。
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の

カ
レ
ン
ダ
ー
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今回で16回目を迎えた「天平の芋煮会」。
180名のボランティアの方に、前日の仕込みから当日の配膳まで
お手伝いいただきました。
地元かんぴょう12㎏がしっかり入った芋汁は、おかげさまで、3,000
食分完売となり、「おいしかった」と好評をいただきました。
味覚の秋を楽しめたイベントとなりました。

目次　Contents

平成25年度
上半期の財政状況
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音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.12
43



■人口と世帯（11 月 1日現在）
　　人口／60,277人（+25）、男性／30,015人（+16）、女性／30,262人（+9）、世帯数／22,315世帯（+22）

ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
ら
れ
る
人
形

　

多
く
の
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
一
番
大
事
な
お
祭

り
で
す
の
で
、
様
々
な
習
慣
が
あ

り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
本
来
キ

リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
な
行
事
で
す

か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
、
教
会

で
は
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
を
祝
う
ミ

サ
が
行
わ
れ
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

が
近
づ
い
て
く
る
と
、
ど
の
教
会

に
も
木
彫
り
の
人
形
が
飾
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
、
聖
書
に
書
か
れ
て

い
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
生
ま

れ
た
情
景
を
表
し
て
い
ま

す
。
そ
の
人
形
た
ち
の
こ

と
を
ド
イ
ツ
語
で
「
ク
リ
ッ

ペ
」
と
い
い
ま
す
。
直
訳

す
る
と
「
飼
い
葉
桶
」
と

い
う
意
味
で
す
。

　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

誕
生
す
る
時
、
大
規
模
な

人
口
調
査
が
あ
っ
た
た

め
、
ヨ
セ
フ
と
身
重
の
マ

リ
ア
は
先
祖
の
故
郷
で
あ

る
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
来
ま
し

た
。
し
か
し
、
宿
泊
す
る

場
所
が
ど
こ
も
満
室
だ
っ

た
た
め
、
馬
小
屋
に
泊
ま

る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ク
リ
ッ
ペ
の
情
景
は

教
会
に
よ
っ
て
少
し
違
い
ま
す
が
、

基
本
は
聖
書
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
ク
リ
ッ
ペ
の
中
心
に
は

馬
小
屋
が
置
か
れ
、
そ
の
中
に
飼

い
葉
桶
に
寝
か
さ
れ
た
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
、
両
側
に
母
で
あ
る
聖

マ
リ
ア
と
父
ヨ
セ
フ
、
ま
た
周
り

に
は
東
方
の
三
博
士
※
や
ヒ
ツ
ジ
、

ロ
バ
な
ど
の
動
物
も
い
ま
す
。

　

教
会
だ
け
で
な
く
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
の
家
に
も
ク
リ
ッ
ペ
を
置

く
の
が
習
慣
で
す
。
ほ
と
ん
ど
は

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
も
の
で
す
が
、
実

物
大
の
小
屋
や
人
形
が
置
い
て
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
12
月
24

日
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
部
屋

に
置
く
と
き
、
ク
リ
ッ
ペ
も
一
緒

に
置
い
て
お
き
、
12
月
24
日
か
ら

1
月
6
日
の
新
年
の
三
博
士
訪
問

の
日
ま
で
飾
り
ま
す
。
聖
書
に
よ

る
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕

生
を
祝
福
す
る
た
め
、
三
人
の
博

士
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
貢
物
を
持
っ

て
イ
エ
ス
の
い
る
馬
小
屋
を
訪
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
日
が
終
わ
っ

て
か
ら
ク
リ
ッ
ペ
や
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
や
飾
り
な
ど
を
片
付
け
ま

す
。
も
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

に
ド
イ
ツ
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、

ク
リ
ッ
ペ
な
ど
が
よ
く
目
に
入
る

と
思
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、

木
で
で
き
た
伝
統
的
な
人
形
、
美

味
し
い
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
が
売
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
大
き
い
ツ
リ
ー
な

ど
と
と
も
に
大
き
い
ク
リ
ッ
ペ
も

飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
シ
ー
ン

を
劇
で
発
表
を
し
ま
す
よ
。

（
※
東
方
三
博
士
と
は
、
メ
ル
キ
オ
ー
ル
・
バ
ル
タ

ザ
ー
ル
・
カ
ス
パ
ー
ル
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
黄
金
・
乳

香
・
没
薬
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
捧
げ
た
。）

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 
ク
リ
ッ
ペ（K

rip
p
e

）

ム

国際交流

国
際
交
流
員
リ
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第
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回

ド
イ
ツ
風
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リ
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会

ド
イ
ツ
風
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リ
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マ
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会

　

や
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
！
今
年

も
下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

行
い
ま
す
。
都
合
が
良
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
！
ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
よ
う

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
（
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
）
の

演
奏
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
と
宇
都
宮
の

ド
イ
ツ
料
理
店
「
バ
デ
ン
ザ
」
の
美
味
し
い
料
理

が
あ
り
ま
す
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
用
の
お
料
理
も
準

備
し
ま
す
よ
！
ま
た
、
美
味
し
い
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン

等
ド
イ
ツ
に
関
連
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽

選
会
も
行
い
ま
す
！
他
の
景
品
が
ど
ん
な
も
の
か

は
内
緒
で
す
！

　

ド
イ
ツ
風
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
会
場
準
備
の
都
合
上
、
で
き

る
だ
け
前
売
り
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
日
時　

12
月
14
日
㈯　

正
午
か
ら
午
後
3
時
ま
で

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
前
売
り
券　

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
会
員 

１
，
０
０
０
円

　

一　
　

般 

２
，
０
０
０
円

■
当
日
券　

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
会
員 

１
，
５
０
０
円

　

一　
　

般 

２
，
５
０
０
円

☆ 

当
日
国
際
交
流
協
会
に
入
会
し
た
場
合
は
、
協
会

年
会
費
込
み
で
２
，
０
０
０
円
と
お
得
で
す
！

※
小
・
中
学
生
は
半
額
、
未
就
学
児
は
無
料

■
前
売
り
券
の
販
売
場
所

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
国
分
寺

庁
舎
生
活
安
全
課
）
ま
た
は
グ
リ
ム
の
館

■
定
員　

70
名

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）☎（
40
）５
５
５
５

Moriz Schlachter

［
 広
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し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
25年

12月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎ 0285（40）5550 情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE


	

